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岡山醫科大學衛生學教室(主任緒方教授)

桑 原 一 郎

[昭和9年11月5日 受稿]

Aus dem Hygienischen Institut der Okayama Med. Fakultat
(Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Studien uber die ophthalmo-hygienische Beleuchtung.

(I. Mitteilung.)

Uber die Photometrie.

Von

Ichiro Kuwabara.

Eingegangen am 5. November 1934.

Die Frage der Beleuchtung, beson

ders der Tagesbeleuchtung wurde einer

seits infolge des Mangels an ausreichen

der Kenntnis der heutigen lichttechni

schen Grundlage und andrerseits infolge 

der zu komplizierten Messungsmethode 

nach der medizinischen, besonders der 

hygienischen Seite hin noch nicht genau 

untersucht. Auf Veranlassung von Herrn 

Professor Ogata habe ich verschiedene 

neue und alte Photometrieapparate mi

teinander verglichen.

Dabei habe ich zuerst mit konstanter 

kunstlicher Tagesbeleuchtung nach Ma

zudalampe und dann direkt bei natur

licher Himmelsbeleuchtung die Werte der 

Beleuchtungsstarke gemessen. Die Appa
rate fur diese photometrischen Unter

suchungen waren folgende: Bechstein
scher Flimmerphotometer, Weberscher 

Photometer, Luxmeter nach Bechstein, 

Footcandlemeter und ein japanischer 

Photometer von Roken. Als Standad

- Lichtquelle benutzte ich die Hefnerkerze 

und die elektrische Standatdlampe. Aus 

obigen Untersuchungen erzielte ich fol

gende Resultate:
1) Es ist heute fur uns notig nicht
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nur die physikalische Seite der Beleuch

tungs lebre, sondern auch ihre psycho

physiologische Seite zu derucksichtigen.
2) Es ist erwunscht, den Messungs

wert des Photometers oder eines anderen 

Beleuchtungsmessers durch eine Normal

flamme, z. B. durch die Hefnerlampe in 

jedem Falle zu korrigieren.
3) Bei den ophtbalmologischen und 

hygienischen Untersuchungen fur kunst

liche Beleuchtung, z. B. um die Beleuch

tungsstarke der Arbeitsflache festzu

stellen, ist es notig, den Winkel zwi

schen der Lichtquelle und der abstrahlen

den Flache genau zu messen und darauf 
eine unmittelbare photometrische Be

stimmung der abstrahlenden Flache vor
zunehmen.

4) Die Differenz in % zwischen den 

berechneten Werten des Flimmerphoto

meters nach Bechstein und den Werten 
des Weberschen Photometers bei Tages

gluhlichtbeleutuag bewegt sich etwa 
innerhalb von 3%.

5) Nach meiner Messung ist die 

Differenz zwischen dem Weberschen 

Photometer und den verschieden trag
baren Beleuchtungsmessern bei dem 

Luxmeter nach Bechstein am geringsten, 

wahrend die Differenz zwischen Foot

candle-Meter und Rokeu-Beleuchtungs

messer viel grosser ist.

6) Die Beleuchtungsstarke, die mit 
dem letztgenannten Apparat bei Tages

gluhlicht und Tageslichtbeleuchtung ge
messen wird, wird nus viel geriuger als 

mit dem Weberschen Photometer ange

geben.
7) Diese Werte von beiden tragbar

en Beleuchtungsmessern kann man durch 

einige Faktoren angeben, um sie dem 

Wert des Weberschen Photometers zu 

nahern.

8) Wenn man das ziemlich dichte 

gelbfarbige Glas vor die Ocularoffnung 
des Weberschen Photometers halt, so 

kaun man bei einiger Ubung sehr leicht 

und schnell die genauen Tageslicht

bestimmungen statt der 2 maligen roten 
und grunen Messung ausfuhren.

Siehe die Tabelle unten.

Tabelle fur Tagesgluhlicht &
 Tageslichtbeleuchtung.

(Kurze Inhaltsangabe.)
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第1節　 火焔標準器及ビ光度ノ單位

第2節　 照度ノ單位

第3節　 文獻中ニ於ケル光度及ビ照度ノ批判

第5章　 光ノ測定法

第1節　 主觀 的光 ノ測定法 ニ就テ

第1項　 光度及 ビ照度測定概論

第2項　 測定器械

1　 人工照明測定

2　 異色光 ノ測定

第2節　 客觀的光 ノ測定法ニ就テ

第1項　 化學的測定法

第2項　 物理的測定 法

第3節　 照 明裝置及 ビ光 ノ測定ニ就 キ注意 スベ

キ事項 ニ就テ

第6章　 晝光色電燈及 ビ晝光照明ニ於 ケル各種光

度計照度計 ノ比較測定竝ニWeber光 度

計 ニ於 ケル黄色硝子板 ノ應用 ニ就 テ

第1節　 實驗 ノ目的

第2節　 實 驗方法

第3節　 實驗成績

第1項　 晝光色電燈照明 ニ於 ケルBechstein

ノ交照光度計 ニ ヨル値 トWeberノ

光度計 ノR-G測 定及 ビ普通測定法

ニ ヨル値 トノ比較

第2項　 晝光色電燈照明 ニ於 ケルWeberノ

光度 計 ノ照 度 測 定 値 ト各 照 度 計

Luxmeter,呎 燭計,勞 研照度計 ノ測

定値 トノ比較

第3項　 晝光照明 ニ於 ケルWeberノ 光度計

ノ照度測定値 ト各照度計Luxmeter,

呎燭計,勞 研照度計 ノ測定値 トノ比

較

第4項　 Weberノ 光度計 ノ晝光照 明測定 ニ

於 ケル黄色硝子板 ノ應用 ニ就 テ

1　 晝光色電燈照明 ニ於 ケルBechstein

ノ交照光度計 及 ビWeberノ 光 度計

ノR-G測 定法 ト黄色 硝子板使用 測

定 トノ比較

2　 晝光照明 ニ於 ケルWeberノ 光度計

ノR-G測 定法 ト黄色硝子板使用測

定 トノ比較

3　 晝光照明 ニ於 ケルWeberノ 光度計

ノ黄色硝 子板使用測定 トLuxmeter

ノ測定 トノ比較

第7章　 總 括

第8章　 結 論

文 獻

第1章　 緒 言

照 明 ノ研 究 ニ當 リ,工 學 者 ハ照 明 方 面 ニ ノ

ミ,醫 學 者 ハ衛 生學 的 方面 ニ ノ ミ,互 ニ偏 セ

ン トス ル傾 向 アル ハ吾 人 ノ愼 ム ベ キ 事 ニ シ

テ,吾 々眼 科學 徒 ノ照 明 ノ眼 衛 生 學 的 研 究 ニ

際 シテ モ,照 明 學 ニ對 スル概 念 特 ニ測 光 學 上

ノ理 論 ニ精 通 シ,然 ル後 初 テ研 究 ニ着 手 ス ベ

キ ハ勿 論 ナ リ.人 工,自 然 光照 明 ノ諸 方 面 ニ

於 ケ ル發 達 ハ,歐 米 ニ テ ハ,實 ニ著 シキ モ ノ ア

リ,特 ニ1879年 電 燈 ノ發明, L.　Weber1) 2),

 W. Bechstein3)等 ノ光度 計 ノ發 見,次 デ諸 種

正 確 ナル 光度 計,照 度 計 ノ製 作 セ ラ ル ル ヤ,

照 明 ノ眼科 學 的,衛 生學 的 研 究 ハ,枚 擧 シ得

ザ ル程 輩 出 シ,吾 人 ノ最 難 事 トナ ス異 色 光 ノ

測 定 及 ビ眼 疲 勞 ノ問 題 モ稍 々見 ルベ キ域 ニ

達 セ ン トスル ニ至 レリ.

吾 國 ニ於 テ モ,該 方面 ノ研 究漸 ク盛 トナ リ

タ リ.之 等 ノ諸 研 究 ヲ見 ル ニ,照 明測 定法.

標 準 器 等 ノ照 明 學 的 詳細 ナ ル記 載 アル モ ノ尠

ク,甚 シ キハ照 明 測 定 ノ如 キ ハ,專 門 家 ニ依

託 シタ ル ア リ,又 全 ク照 明 學 ヲ沒 却 シタ ル ガ

233



2268 桑 原 郎

如 キ ヲ見 ル.照 明學 ヲ,眼 衛 生 學 的 ニ取 扱 フ

ニ 際 シテ ハ,一 ニ純 物理 學 的 原 則 ヲ基 礎 トナ

ス外 ニ,光 ヲ評 價 スル ハ,吾 人 ノ視 覺 ニ ヨル

ヲ以 テ,生 理 心 理 學 的 ニ廣 キニ亙 リテ,考 究

ス ル必 要 ア リ.即 チ桿状 體 視,圓 錐 體 視,眩

輝,對 比,色 感 等 更 ニ,知 覺,認 識,判 斷,

感 情 等 ノ方 面 ニ モ追 究 スベ キナ リ.茲 ニ於 テ

余 ハ,照 明 ノ眼 衛 生 學 的研 究 ヲ企 圖 スル ニ當

リテ,先 照 明 學概 念 トシテ,測 光學 上 ノ原 則

及 ビ測定 法 ヲ考 察 シ,次 デ余 ノ實驗 室 ニ備 ヘ

ラ レタ ル2, 3携 帶 用照 度 計 ノ正確 度,其 ノ使

用價 値 竝 ニWeberノ 光 度 計 ノ晝 光 照 明測 定

法 ニ對 ス ル1簡 便法 等 ニ聊 所 見 ヲ得 タ ル ヲ以

テ,茲 ニ 薄學 ヲモ顧 ズ報 告 セ ン トス.

第2章　 測 光 學 上 ノ物 理 的 原則4) 5) 6) 7) 8)

第1節　 照 明學 ニ於 ケル 光,光 束,光 度,

照 度,光 密 度 ノ意義

1.光 ハ「ヱーテル」ノ波動 ナルハ,知 ラレタル

事 實ナ リ.照 明學 ニ於 テハ,光 源 ヨ リ放射サ レ來

ル輻射「ヱ ネルギー」ノ視 ヘ得 ル部分 ヲ,光 或ハ可

視 光線 ト稱 ス.コ ノ可視光線ハ,高 熱物體,一 般

發 光體 ヨリ發 スル放射線 ノ内ニテ,比 較的小部分

ニ限 ラレ,一 般 ニ吾人ハ, 760mμ(赤 外)ト410mμ

(紫 外)ノ 間 ノ波長 ノ放射線 ノミ ヲ知覺 シ得 ハ ナ

リ.

2.光 束(Lichtstron符 號 Ф)

1ツ ノ發 光體 ヨ リ放 射 ス ル全 放 射 線 ヲEnergi

estromト 稱 ス.コ ノEnergiestromハ 既 述 ノ 如

ク,其 ノ内 ノ一 小 部 分 ノ ミガ眼 ニ ヨ リテ,光 トシ

テ 知 覺 ナ ル ル モ ノニ シ テ,斯 眼 ニ ヨ リテ知 覺 サ レ

ル 全Energiestromノ 一 部 ヲ,光 束 ト稱 ス.光 束

ハ,光 ノ測定 ニ於 ケル基 礎 トナ ル モ ノニ シ テ,吾

人 ハ又1ツ ノ光源 ノ單 位時間 ニ與 ヘラ レタル面 ヲ

通過 スル光量 ヲ,光 束 トシテ解 スルナ リ.

3.光 度(Lichtstarke符 號J或 ハI)

1ツ ノ點 光 源 ハ,空 間 ノ全 方 向 ニ 平 等 ナ ル強 サ

ヲ以 テ,一 定 ノ光 束 ヲ放 射 ス ル モ ノニ シ テ,コ ノ

點光源 ノ空間 ニオケル或方向 ニ放射 スル強サ ヲ光

度 ト稱 ス.令 全方 向ニ平等 ニ 光 ヲ擴散 スル, 1ツ

ノ點 ト見做サル ベキ光源 ノ周 圍 ニ球面 ヲ考 ヘル時

ハ,コ ノ球 ノ内面 ニオ イテ,一 定 ノ大サ ヲ有 スル

一局面 ヲ底 トシ,光 源即球 ノ中心 ヲ頂點 トシ,ソ

レヨリ放射 サレタル光線 ニヨ リテ包 マレタル立體

部 ヲ,立 體角或ハ空間角(Raumwinkel)ト 講 スル

ナ リ.

然ル時ハ1ツ ノ點光源 ノ或方 向 ニ オ ケ ル 光度

ハ,又 其 ノ方向 ニオケ ル光束 ノ立體角 密度 ヲ以

テ,表 現 スル コ トヲ得 ベ シ.

4.照 度(Beleuchtungsstarke符 號E)

光 束 ガ1ツ ノ物 體或 ハ或 面 ニ放 タ レル 時 ハ,ソ

コ ニ照 明(Beleuchtung)ヲ 發 生 ス ル,コ ノ照 明 ハ,

其 ノ面 ニ落 ル光 束 大 ナ レバ,大 ナ ル 程 益 々 強 ク ナ

リ,又 光束 ノ大 サ 一定 セ ル 時 ハ,其 ノ面大 ナ ル程

弱 クナ ル ナ リ.コ ノ照 明 ノ強 サ 即 チ照 度 ハ,次 ノ

如 ク定義 サ ル.或 表 面 ノ或 一點 ニ 於 ケル 照 度 トハ,

其 ノ面 ニ投 射 ス ル 光束 ノ其 ノ點 ニ オ ケル,面 積 密

度 ナ リ.

5.光 密 度(Leuchtdicht符 號B)

光 密 度 ハ輝 度(Brightness)ト モ稱 シ,往 時 ハ 獨

逸 ニ テGlanz次 デFlachenhelligkeit, Flachen

 helleト 稱 セ ラ レ タル モ ノニ シテ,光 ヲ 放 ツ 表 面

ノ與 ヘ ラ レ タル 方 向 ニ 於 ケル 光密 度 トハ,其 ノ方

向 ニ於 ケル 光線 ノ正射 影 ノ單 位 面 積 當 リ ノ光 度 ナ

リ.今1ツ ノd qcmノ 照輝 面 ヨ リ與 ヘ ラ レ タ ル方

向 ニ發 ス ル 光度 ヲJト スル 時 ハ,其 ノ光 密 度B=

J/d HKナ リ.
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第2節　 光 束,光 度,立 體 角,照 度

ノ相 互關 係 及 ビ測 光 學 上 ノ基

礎 的 法則

第1圖 ニ於 テ,立 體角 ωハ又球 ノ或局面Sヲ 球

半徑R2ノ 自乘 ニテ除 シタルモ ノナ リ.

立體角

今若 コノ球表面Sノ 大 サ ヲ1qm,半 徑ヲ1m

トス ル ナ ヲ バ

立體角

第1圖　 光束,光 度,立 體角及 ビ照度 ノ相互關係

ナ リ.光 源 ノ光束ガ空 間 ノ全 方向 ニ 分布 セ ル 時

ニ,考 ヘ ラルベキ最大 ノ立體角 ハ次 ノ如 シ.全 球

面ハ4πγ2ナル ヲ以テ,全 立體角=〓=4π=

12.56ナ リ.

1ツ ノ光源ガ單 位立體角 ニ於テ 放射 スル時 ノ光

束ハ其 ノ光源 ノ光度 ニ シテ,今 立體角 ωニオイ

テ, Φナル光束 ヲ放射 スル 時 ハ 其 ノ光源 ノ光度

J=〓 ナ リ.或 ハ Φ=J. ω ナ ル關 係 モ生 ズベ シ.

實際 ニ於 テハ平等ナル空間的光 ノ分布状態 ヲ有ス

ル點光源 ハ殆 ドコレ 無キ ヲモツテ, 1ツ ノ電燈 ノ

光度ハ常 ニ空間 ノ種 々 ノ方 向 ニ於 テ測定 スル ノ必

要 ア リ.

實際上衛 生學的 ニ與 ヘラ レタル面 ニ生 ズル光束

即 チ其 ノ面 ガ照輝 サ レオル ト云 フ事 ガ意義アルモ

ノニシテ,今 或面 ガFノ 大サ ヲ有 シ,其 ノ面ハ

Φ ナル光束 ニヨ リテ放射サ レ居 ル トスル時ハ,單

位面積 ニ對 シテ〓 ナル光束 ガア タル事 トナルベ

シ.コ ノ〓 ナル比ハ即 チ其 ノ面 ニ於 ケル照 明ヲ

表 スモ ノナ リ.茲 ニ1ツ ノ點 光 源 ノ周 圍 ニ 半 徑

γ1γ2ナ ル2ツ ノ球 面 ヲ考 ヘル 時 ハ,立 體 角 ω ハ

2ツ ノ球面 ニ於 テ, F, Sナ ル局 面 ヲ 生 ゼ シム.而

シ テF=γ 〓ω　S=γ 〓ω ナ リ.立 體 角 ω ニ於 テ,光

束 Φ ガ放 射 サ ル 時 ハ,コ ノ2ツ ノ面 ノ照度E1E2

ハ
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ナ リ.今 光 源 ノ光 度 ヲ1ト スル 時 ハ,

或 ハ

ナ リ.即 チ或1ツ ノ光 源 ニ垂 直 ニ對 立 セ ル2ツ ノ

面 ニ 於 ケル照 度 ハ 其 ノ面 ノ光 源 ヨ リノ距 離 ノ自乘

ニ逆 比例 ス ル モ ノナ リ.之 ヲ逆 自乘 ノ 法 則 ト 云

フ.

更 ニ光 度J1J2ナ ル2ツ ノ光 ガ, 1ツ ノ面 ニ γ1

γ2ノ 距 離 ヲ以 テ ア タ リ,シ カ モ 照 度 同 一 ナ リ ト

セ バ

或ハ

ナ ル ベ ク,即 チ2ツ ノ光 源 ガ,同 一 照 明 ヲ發生 ス

ル 時 ハ 其 ノ兩 光源 ノ光 度 ハ被 照 面 ヨ リノ距 離 ノ自

乘 ト同 ジ關 係 ニ ナ ル ベ シ.

次 ニ被 照 面 若 シ光束 ニ對 シテ 垂 直 ナ ラ ズ シ テi

ナ ル角 度 ヲ有 ス ル時 ハ 照 度E=J/γ2 Cos iニ シテ

コ レ ヲLambertノ 餘 弦法 則 ト稱 ス,

第3節　 Albedo

或 面 ニ於 ケル物 體 或 ハ視 標 ニ 對 ス ル 眼 ノ 知 覺

ハ,面 ヨ リ反 射 ス ル光 量 就 中其 ノ面 ノ性 質其 ノモ

ノ ガ大 ニ意 義 アル モ ノナ リ. 1ツ ノ物 體 ガ,總 テ

ノ光 線 ヲ 平 等 ニ反 射 ス ル 時 ハ 白 ト稱 セ ラ レ,何 等

反 射 セザ ル時 ハ 黒 ニ シテ,或 一 定 ノ波 長 ノ ミ ヲ反

射 ス ル時 ハ 色 ヲ帶 ビ,又 總 テ ノ光線 ヨ リ夫 々 ア ル

一定 ノ分 數 部 分 ノ ミヲ反 射 ス ル 時 ハ灰 色 ト稱 セ ラ

ル.

全 方 向 ニ反 射 サ レ タル光 ノ總 テ ノ方 向 ヨ リ投 射

サ レ タル 光 ニ對 ス ル關 係 ヲAlbedoト 稱 ス.

コ ノAlbedoハ 衛 生 學 的 ニ於 テ ハ 印刷 紙,壁 ノ

選擇 等 ニ興 味 ア ル モ ノニ シテ,又 視 標 ノ認 識 更 ニ

作 業 面 ノ光密 度 ニ對 シテ關 係 ア ル モ ノナ リ.今 照

度,光 密 度, Albedoヲ 夫 々E. B. Mヲ 以 テ示 セ バ

B=E. M/10000π ナ リ.

第3章　 測光學上必要ナル醫學的

概論及ビ批評9) 10) 11)

光 ハ1ツ ノ分 光學 的 ニ限 ラ レタ ル輻 射 「ヱ

ネ ル ギー」 ノ部 分 トシテ ハ物 理 的 ノ モ ノ ト考

ヘ ラル ベ ク,吾 人 ハ分 光 學 的 ニ光 ヲ取扱 フ範

圍内ニ於テハ,物 理的原則 ヲ基礎 トシテ可ナ

ル モ,光 ヲ評 價 スル モ ノハ視 器 ニ シテ,人 ノ

網 膜 ハ 光 ニ ヨ リ刺 戟 セ ラ レ,茲 ニ於 テ ノ ミ,

直 接 心 理 生理 學 的 ニ 明 カニ光 ヲ見 ル事 可 能 ナ

リ.眼 ハ如 何 ニ シテ光 ヲ評 價 スル ヤ,即 チ視

覺 及 ビ其 ノ光 ノ評 價 ノ問 題 ヲ考 究 スル 時 ハ,

吾 人 ハ複 雜 ナ ル事 實 及 ビ歸 轉 ニ 直 面 ス ル ナ

リ.コ ノ問 題 ヲ決 ス ル ニ ハ先眼 ノ光 學,解 剖,

生 理,次 デ 心理 學 ニ考 究 セ ザル ベ カ ラズ.

光 ノ眼 ニ對 スル作 用 ニ際 シテ,常 ニ起 ル歸

轉 ヲ觀 察 スル ニ,物 理 的 光 ハ眼 ノ感 受 器 ニ ヨ

リテ光 化學 的歸 轉 ヲ來 シ,ソ レニ基 キ テ視 神

經 ハ亢 奮 シ,腦 底 神 經 系 ニ通 ズル 道 ニ ヨ リテ

即 チ所 謂Gratioletische Sehstrahlungニ ヨ

リテ大 腦 皮 質 ニ更 ニ傳 達 サ ル ベ シ.之 等 物 理

的 光 ノ生 體 機 能 ニ ヨ リテ表 徴 サ レル歸 轉 ハ全

テ生 理 的 ニ シテ,大 腦 皮 質 ニ發 生 スル 亢 奮 ニ

ヨ リテ意 識 ヲ生 ズ ル ハ精 神 的 歸 轉 ナ リ.光 ニ

ヨル視 神 經 ノ亢 奮 ハ如 何 ニ シテ招 來 サ ル ヤ ニ

關 シテ ハTrendelenburg10)ハ 暗 調 應 眼 ノ明

サ ニ對 スル感 覺 ト視 紅 ノ褪 色 トノ量 的 關 係 ヲ

證 明 セル ガ,ソ レニ ヨ レバ視 神 經 ノ亢 奮 ハ直

射 光 ノ作 用 ニ ヨル直 接 結 果 ニ非 ズ シテ,寧 ロ

光 ニ ヨ リテ變 化 分解 サ レル網 膜 ノ或 物 質 ニ ヨ

ツ テ視 神 經 ノ終 末 器 ニ及 ボ サ ル ル1ツ ノ化 學

的 歸 轉 ノ結 果 ナル 傾 向多 キモ ノ ナ リ.網 膜 ノ

桿 状 體 及 ビ圓錐 體 機 能 ニ 關 シテ ハM. Schu

ltze10)(1866年)ニ ヨ レバ 黄 昏 視 ハ桿 状 體 裝 置
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ニ ヨ リ,晝 間 視 ハ之 ニ 反 シテ,圓 錐 體 裝 置 ニ

ア リ. Muller12)ハ 桿 状體 及 ビ圓錐 體 裝 置 ハ官

能的ニ視紅ノ光化學的分解ニ關係ス ト云ヘ

リ.又 一方ニ於テハ圓錐體ハ視紅形成ヲ阻止

シテ桿状體機能ヲ抑制シ,他 方ニ於テハ桿状

體 ハ圓錐體機能 ヲ抑制スル.故 ニ視機能ニ於

ケル個人差ハ増感光物質視紅ノ性質即チ感光

色素ノ量,産 生ノ時間及 ビ感銘力等 ニヨリテ

惹 起 サ ル ナ リ.

次ニ心理學的ニ1ツ ノ光學的「ヱ ネルギー」

ナ ル モ ノハ1ツ ノ印 象 ノ ミヲ媒 介 スル ノ ミナ

ラ ズ,其 ノ印象 ニ種 々樣 々 ノ歸 轉 ガ關聯 シオ

ル モ ノナ リ.即 チ追 想,判 斷,努 力,感 情 等

ノ種 々ナ ル歸 轉 ノ關聯 シオ ル モ ノナ リ.

偖 吾 人 ノ眼 ハ「如 何 ニ シテ光 ヲ評 價 スル ヤ」

ノ 問題 ナル ガ,之 ヲ温 覺 或 ハ味 覺 ノ如 キ他 ノ

感 覺 ト比 較 シ見 ル ニ,吾 人 ハ1ツ ノ物 體 ノ接

觸ニ ヨ リテ,他 ノ物 體 ヨ リ モ暖 シ,或 ハ1ツ

ノ糖 液 ノ他 ノ モ ノ ヨ リモ甘 シ ト知 覺 ス ル事 可

能 ナル モ,他 ヨ リモ2倍 暖 シ トカ,甘 シ ト云

フ ヲ得 ズ,即 チ心 理 生理 學 的大 サ或 ハ感覺 的

大 サ トシテ ノ照 度 ト物理 的 光密 度 ナ ルモ ノ モ

亦 吾 人 ノ眼 ヲ 以 テ不 可 測 ノ モ ノ ナ リ.然 レ ド

モ 吾 人 ハ 光 ニ 對 シ テ,次 ノ2ツ ノ 事 項 ヲ 認 ム

ル 事 ヲ得 ベ ク,且Weber-Fechnerノ 法 則 ア

リ.

1.視 力 或 ハ 光 ノ 印 象 ヲ知 覺 シ得 ル 能 力 ハ

一 定 範 圍 内 ニ於 テ 明 サ ノ強 サ ニ 關 係 ス ル モ ノ

ニ シ テ,兩 者 ノ間 ニ 一 定 ノ 數 學 的 關 係 ア ル ハ

既 ニTobias Mayer13)(1754年), Forster14)

(1857年), Cohn15), Aubert16)(1864年,

 Posch17)(1876年), Doerinkel18)(1876年),

 Joval19)(1879年), Monolescu20)(1880年),

 Uhthoff21)(1886年), Konig22)(1897年),小

口23),鈴 木24),廣 田25),白 玖26),川 上27)等 幾

多 ノ研 究 業績 ア リテ,其 ノ間 多 少 ノ異 論 アル

モ,一 般 ニ照度 ノ對 數 ニ視 力 ノ比 例 スベ キ事

妥 當 ナ ル ガ如 シ.茲 ニ吾 人 ハ少 ク トモ,先 一

定 光 密 度 ニ對 シテ或 照 度 ニ對 ス ル感 覺 ノ相 當

シオル ト言 フ事 可 能 ナ リ,即 チ物 理 的 「ヱ ネ

ル ギ ー」 密 度 或 ハ光 密 度 ガ,或 與 ヘ ラ レタ ル

關 係 ニオ イテ變 化 スル 時 ハ 知 覺 照度 モ亦 變 化

ス ル ナ リ.

2.色 感 覺 ハ光 ノ種 々異 ル波長 ニ對 シ テ,

ソ レニ相 當 セ ル感覺 ヲ有 シ,且 種 々異 ル波 長

ニ ヨ リテ反射 或 ハ透 過 ニ相 當 セ ル感 覺 ヲ有 ス

ル事 ヲ是 認 シ得 ベ シ.

3. Weber-Fechnerノ 法則

コノ法則 ニ ヨ レバ總 テ感 覺 ノ變 化 ハ刺 戟 ノ

比 較 的 變 化 ニ比 例 スル モ ノ ニ シテ,之 ヲ數 學

的 ニ示 セバ, S, R, Roヲ 夫 々感覺,刺 戟,閾

値(Reizschwelle)ト ナ ス時 ハ

ナ リ.今 感覺 ヲ知 覺 照 度,刺 戟 ヲ輻 射 サ レタ

ル物理 的光 密 度 トナ シS, R, Roヲ 夫 々照 度

E,光 密度N,(光 密度 ハ單 位 トシテ,閾 値No

ヲ以 テ測 定 サ ル)ヲ 以 テ 現 ス 時 ハ, Weber-

Fechnerノ 法 則 ハ又 次 ノ式 ヲ以 テ示 サ ル.

E=G.logN

即 チ知 覺 照 度 ハ光 密度 ノ對 數 ヲ以 テ變 化 ス

ト云 ハ レル ベ シ.

以 上3事 項 ニ ヨ リテ,吾 人 ハ光 ヲ評 價 ス ル

際 ニ 「ヨ リ明 シ」「ヨ リ暗 シ」ノ判 斷 ノ外 ニ 「2

倍 明 シ」「1/2明 シ」 ト云 フ判 斷 ノ 問 題 ヲ 決 定

シ得 ラル ル如 ク思 ハ ル モ,感 覺 生 理 上 ノ問 題

トシテ ノWeber-Fechnerノ 法 則 ハ,今 尚 ホ
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心 理 生 理學 的 ニ多 少缺 陷 ナ キニ ア ラズ.即 チ

R. Pauli及 ビWenzel38)(1925年)等 モ實

驗 的 ニ コ レヲ論 究 シ, E. Hering4), J. Kries29)

(1923年)等 ニ ヨ リ非 難 サ レタ リ.然 レ ドモ眼

ニ ハ次 ノ如 キ尚 ホ複 雜 ナ ル方 法 ニ ヨ リテ,光

ヲ更 ニ判 斷 シ得 ル多 ク ノ可 能 性 アル ナ リ.即

チ單 ニ明度 及 ビ色 ノ感 覺 ノ外 ニ種 々 ノ區 別 感

覺 ア リ.例 之 明 度,形 ノ認 識(視 力), Flimme

rungニ オ ケ ル時 間 的 明暗(動 搖 セル 物體 或 ハ

物 體 ノ動搖 ヲ認 識 スル能 力),色 及 ビ其 ノ飽 和

等 ニ對 スル區 別 感覺(區 別 能 力)ア リ.又 眼 疲

勞,調 應,及 ビ視 覺 ニ於 ケ ル深 サ,立 體 ノ認

識 力,對 比 ノ認 識 等 ア リテ,人 ノ眼 ハ全 ク複

雜 ナ ル 機 能 ヲ有 スル光 ノ測 定 器 ナ リ ト云 フ ヲ

得 ベ シ.コ ノ 測 定 器 ガ 那 邊 迄 合 理 的 ナ ル カ

ハ,個 々 ノ場合 ニ就 テ 明確 ニ 囘答 シ得 ザ ル ハ

ヤ ム ヲ得 ザ ル 問 題 ナ リ.

光 力測 定 器 械 ナル モ ノ モ一 ハ之 等 眼 ノ機 能

ヲ應 用 シ,或 ハ考 慮 シテ作 ラ レタ ル モノ ナ ル

ヲ以 テ,吾 人 ハ之 等 器 械 ノ使 用 ニ際 シテ ハ,

コノ點 ニ留 意 セザ ル ベ カ ラズ.

測 光 學 上 ノ基 礎 的 法 則 ヲ2, 3非 物 理 的 ニ考

察 シ見 ル ニ,

a.第2圖 ニ テ 見 ル ガ如 ク, Φ ナ ル 光 束 ノ

平 行 ナ ル 光線 ヲ考 フ.今 眼 ヨリ離 レテ考 ヘ タ

ル 網 膜 ハ コノ光 線 ニ垂 直 ニ直 面 スル トセバ,

網 膜 ノ一 局 面Fハ Φ ナ ル 光束 ヲ 知 覺 スル ナ

リ.

然 ラバF面 ノ 照 度E=Φ/Fナ リ.今 光 束

Φ ヲ變 化 セ ズ シテ, F面 ヲ60度 廻 轉 スル 時

ハF′=2Fト ナ ル.故 ニE′=Φ/F′=1/2Eト

ナ ル.若 シ部 屋 及 ビ光線 ノ物 理 的 状 態 ヲ變 化

セ ザ ル時 ハ,刺 戟 タ ルF′ 面 ニ 於 ケル 物 理 的

第2圖

光 線 ノ密 度 ハ1/2ニ 減 少 ス.然 ル ニ知 覺 照 度

ハ,コ ノ光 密 度 ノ對 數 ヲ以 テ 變 化 ス ル ヲ 以

テ,其 ノ變 化 ハ非 常 ニ僅 少 ナ ル ベ キガ故 ニ,

 F面 廻 轉 ニ ヨ リテ,或 ハ廻 轉 ノ途 中 ニ於 テ,

 F面 ニ アタ ル光 束 ノ變 化 シタル カ,又 ハE=

Φ/Fナ ル關 係 ノ 正 當 ナ ラザ ル カ ヲ 考 ヘ ザ ル

ベ カ ラズ.

b. Lambertノ 餘 弦 法 則 ニ就 テ考 ヘ ル ニ, 

E=J/γ2 Cos  i

吾 人 ハF面 ヲ60度 廻 轉 スル時 ハ, Cos i=0.5

ニ シテ,照 度 ハ コノ 公 式 ニ於 テ, 1/2減 少 セ

ザ ル ベ カ ラズ.然 ル ニ光 線 ハ物 理 的 ニ變 化 セ

ザ ル 以上,刺 戟 ハ半 減 スル ト云 フガ如 キ,刺

戟 ニ ヨ リテ ノ ミ云 フ ヲ得 ズ.又 感覺 モ更 ニ半

減 セザ ル ヲ以 テ,結 局面 ノ廻 轉 ニ ヨ リテ光 度

ノ變 化 シタ ル カ,或 ハ餘 弦 法 則 ノ不 當 ナ ル カ

ヲ考 ヘ ザ ルベ カ ラズ.

c.逆 自乘 ノ法則 ニ於 テ ハ,「 ヱ ネル ギ ー」

輻 射 ハ直 線 的 ナル コ トヨ リ シテ,輻 射密 度 ハ

2倍 ノ距離 ニ離 レル コ トニ ヨ リ, 1/4ニ 減 少 ス

ル ナ リ.之 モ亦2倍 ノ距 離 ニ離 レタ ル面 ニオ
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ケ ル刺 戟 ニ對 シテ云 フ ヲ得 ズ.又 感 覺 ニ對 シ

テ モ 同樣 ナ リ.要 スル ニ茲 ニ於 テ ハ,面 ノ光

源 ヨ リ距 ル コ トニ ヨ リ光 度 ノ變 化 ヲ キタ スモ

ノ ナ ル カ,或 ハ逆 自乘 法 則 ノ不 適 當 ナ ル カ ヲ

考 ヘ ザ ル ベ カ ラズ.

以上 論 ジ來 リ シ コ トニ ヨ リテ,照 明 學 ニ於

テ 取扱 フ光 ハ夫 レヲ測定 スル最 後 ノ計器 ハ視

器 ナ ル以 上 吾 人 ハ,物 理 的 法則 ヲ基 礎 トシテ

ノ ミ照 明學 ヲ狹 義 ニ取 扱 ヒ,單 ニ 一技 術 トシ

テ,一 小 局部 ニ終 止 スル コ トナ ク,心 理 生理

學的 ニ廣 キニ渉 リテ考 究 スベ キ所 以 ノ モ ノナ

リ.

第4章　 測 光學 上 ノ標 準 器 及 ビ諸 單

位6) 30) 31) 32) 33) 34) 35) 36) 37) 38) 39)

既述 ノ如 ク照 明學 ニ テ ハ,視 感覺 ヲ除 外 シ

テ ハ成 立 セザ ル モ ノ ニ シテ,普 通 物 理 學 ニオ

ケ ル光 ト,照 明學 ニ於 テ考 ヘ ル光 ノ概 念 ハ,

稍 々異 ル所 ア リ.又 光 量,光 束 及 ビ コ レヨ リ

導 カ レタ ル總 テ ノ概 念 ハ,純 物理 的 ノモ ノ ニ

非 ズ シテ,同 時 ニ生 理 學 的性 質 ヲ帶 ブル ヲ以

テ,照 明學 ニ テ ハ,物 理 學 ニ利 用 サ ルル 絶對

的 尺 度 ヲ以 テ測 定 シ能 ズ.茲 ニ於 テ 明學 ニ

テ特 定 サ レタ ル標 準 器,光 ノ諸 單 位特 ニ余 ノ

研 究 ニ採 用 セ シ獨 逸標 準 器 及 ビ諸 單 位 ニ就 キ

テ,更 ニ萬 國 照 明委 員 會 ニ テ協 定 サ レタ ル モ

ノ トノ關 係 ヲ明記 セ ン トス,

第1節　 火 焔標 準 器(Normalflamme)

及 ビ光 度 ノ單 位

光 ノ強 サヲ現 スニア タリ,假 ニ單位 ノ光 ヲ作ル

時 ハ,眼 ノ機能 ヲ適當ニ應用 セル測定 器械 ノ助 ニ

ヨ リテ,該 單位 ノ光 即チ標準光 ト比較 スルコ トニ

ヨ リ,未 知 ノ光 ノ強サ ヲ知 ル事可能 ナルベシ.光

ノ單 位 ヲ正確 ニ製 定 ス ル コ トハ 甚 ダ 困 難 ニ シテ,

黒體 ヨ リ發 ス ル輻 射 線 ニ基 礎 ヲオ カ ン トス ル 物理

的 研 究 ハ 多 クア リテ,既 ニ1908年Waider及 ビ

Burgess40)ニ ヨ リテ,鎔 融 ス ル 白 金中 ニ 於 ケ ル黒

體 ヨ リ發 ス ル 光 ヲ採 用 セ ン ト企 テ ラ レ,尚 ホIves,

 Brodhum, Hoffmann, Fleury32)等 多 ク ノ 人 々 ニ

ヨ リ研 究 サ レ タル モ,未 ダ 實 際 ニ用 ヒ ラル ニ至 ラ

ズ.茲 ニ先 採 用 サ ル ベ キ ハ,一 定 ノ蝋 燭 ノ光 ニ シ

テ,既 ニ獨 逸 國 内 ニ テ ハ, 1872年 ニ採 用 サ レ タル

「バ ラ フイ ン」蝋 燭 ノ他 ニ, Munchenノ 「ステ ア リ

ン」蝋 燭及 ビBreslauニ 於 ケル 蝋 燭 等 往 時 使 用 サ

レ タ リ.然 ル ニ之 等 ノ蝋 燭 ヲ以 テ ス ル 標 準 火 焔 ハ

其 ノ明サ 一 定 セ ズ,且 長 時 間 同 ジ明 サ ヲ保 持 ス ル

コ ト不 可 能 ニ シテ,室 温,蝋 燭 心 ノ短 縮 或 ハ其 ノ

他 ノ環境 ニ ヨ リテ,變 動甚 ダ シキ ヲ以 テ,精 密 ナ

ル 光 ノ測定 ニ 種 々故 障 ヲ 來 ス.故 ニHefner-Al

teneckニ ヨ リテ,醋 酸「ア ミ ール」燈 即 チHefner

燈 ガ 作 ラ レタ リ.

Hefner燈41)ニ 就 テ.

Hefner燈 ハ 燃 料 トシテ 酷 酸 「ア ミー ル」ヲ用 ヒ,

内 徑8mm,外 徑8.3mm,長 サ25mmノ 洋 銀 製

心 管 ニ石 油 「ラ ンブ」ノ如 ク木 綿 糸 ヲ撚 リ合 セ タル

心 ヲ挿 入 シア リ.而 シ テ「ツ マ ミネヂ 」ニテ 齒 車 ヲ

通 シテ,心 ヲ上 下 ス ル モ ノナ リ.點 火 シテ焔 ノ高

サ ヲ測 ル ニ ハ,中 央 ニ隔 壁 ヲ有 ス ル 眼鏡 ヲ 覗 キ

テ,焔 ノ先 端 ガ隔 壁 ニ達 スル 樣 ニ心管 ヲ上 下 ス ル

ナ リ. L. Weber30)ハ 既 ニ,光 ノ 測定 ニ於 テHe

fner燈 ノ焔 ヲ以 テ,光 ノ單 位 トシ,爾 後 獨 逸 ニ テ

ハPhysikalischtechnische Reichenanstaltニ テ

檢定 サ レ,獨,墺,瑞 西 等 ニ於 ケル單 位 ヲ代 表 ス

ル モ ノナ リ.

偖Hefner燈 ノ焔 モ亦 氣 壓,濕 度,空 氣 ノ動 遙,

室 温 等 ニ ヨ リテ 多 少 影響 サ ル モ ノニ シテ,獨 逸照

明學 會 ノ規 定 ニ ヨ レバ,焔 ノ安 定 シ,少 トモ點 火

後10分 以 上經 過 シタ ル後,氣760mm濕 度8.87
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(1cbmニ 付8.87Literノ 水蒸 氣 ヲ含 有 ス), CO2

含 有 量 ハ1cbmニ 付0.75Liter(Physikalisch-

technische Reichenanstaltノ 檢 定 ニ テハ, CO2

含 有 量 ハ0.7%,濕 度6.6)ナ ル 條 件 ノ モ トニ,焔

ノ高 サ 心 筒 ノ端 縁 ヨ リ40mmノ 時, 1時 間 ニ生 ズ

ル 光 量 ヲ1 Hefnerlumenト シ,光 束 ノ 單 位 トス.

又 コ ノ 焔 ノ光 力 即 チ 其 ノ水 平 光 束 ノ強 サ ヲ1

 Hefner燭 光(1HK)ト シ,光 度 ノ單 位 トス.

獨 逸 照 明 學 會34)1927年 ノ報告 ニヨ レバ一 般 ニ,

氣 壓b,水 蒸 氣 ノ含 有f Liter/cbmノ 時 ノHefner

燈 ノ光 度 ハ1.049-0.0055f+0.00015(b-760)HK

ナ リ.

獨 逸 ニ於 ケル 標 準 白 熱 電燈 ニ就 テ

Hefner燈 ハ 光力 標 準 トシ テ 至 便 ニ シテ 正 確 ナ

ル モ ノナ ル モ室 外 ニ持 出 ス事 不 可 能 ニ シテ,尚 ホ

光色 及 ビ光 力 ガ測 定 セ ン トスル 電燈 ニ比 シ,相 異

甚 シキ時 ハ,測 定 誤 差 僅 少 ナ ラ ズ,且 外氣 ノ状 態

ニ關 係 ス ル ヲ以 テ,獨 逸 ニ テ ハ 補 助 標 準 燈 ト シ

テ,白 熱 電 燈 ヲ採 用 セ リ.大 體 白 熱電 燈 ハ纎 條 ノ

種 類 ニ關 係 ナ ク,電 壓 ヲ一 定 ニ シ置 ク トモ,光 力

ハ漸 次 減 少 スル モ ノニ シテ,若 シ50時 間 乃 至100

時 間 白熱 ヲ繼 續 ス ル時 ハ,其 ノ後 約100時 間 ハ光

力 殆 ド不 變 トナ ル性 質 ヲ有 ス ル モ ノ ナ リ. Phy

sikalisch-technische Reichenanstaltニ テ ハ,標

準 白 熱 電 燈 ヲ絶 ズHefner燈 ヲ以 テ補 正 シ, ±1%

以 上 ノ變 動 ヲ防 ギ オ レ リ.

英,米,佛 ニ於 ケル 標 準 器 及 ビHefner燭 トノ

關 係 ニ 就 テ

英,佛 ニ於 テ モ 既 ニ 古 ク 種 々 ノ標 準 燭 採 用 サ

レ,其 ノ 内 有 名 ナ ル モ ノヲ擧 レバ.英 ノ鯨 油 蝋 燭

及 ビHacourt氏10燭 光Pentane燈,佛 ノCarcel

燈 等 ニ シテ,何 レモ嚴 密 ナ ル使 用 書 ニ從 ヒ,一 定

ノ焔 ノ高 サ 及 ビ一 定 時 間 ノ燃 料 使 用 ニ於 イ テ,光

度 ノ單 位 ヲ與 ヘ タ リ.然 ル ニ コ レラ兩 國 ノ標 準 器

及 ビ獨 逸 ノHefner燈 ノ間 ニ特 別 ノ連 絡 ナ キ ヲ以

テ,大 戦前米國ハ獨逸 ノHefner燭 光 ノ1.11倍 ノ

光力 ヲ標準 トナ ス時ハ,英,米,佛 三 ケ國 ノ單 位

略 ボ一致 スル ヲ以テ,之 ヲ萬國燭(Internationale

 Kerze符 號I. C. P)ト 名 ヅケテ,各 國 ニ採用 スベ キ

ヲ提 議 シ, 1909年Bureau of Standards(米),

 National physical Laboratary(英), Laboratorie

 centrale d'electriciti(佛)ナ ル三 國立 實 驗 所 ノ間

ニ萬 國共 通 燭 ガ 協 定 サ レ.爾 來 各實 驗 所 ニ テ,

各 々 白熱 電 燈 ニ ヨ リテ,コ ノ單 位 ヲ保 持 スル 樣 委

託 サ レ オ ル モ ノ ナ リ.例 之,米 國 ノBureau of

 Standardsニ 於 テ ハ,多 數 ノ標 準 白 熱 電燈 ヲ常 ニ

注 意 深 ク嚴 重 ニ保 管 シオ リ,普 通 測 定 ニ ハ第2ノ

補 助 標 準 燈 ヲ使 用 シオ レ リ42).吾 國 ニ 於 テ モ亦 萬

國 燭 ヲ採 用 シ.英 國標 準 器 ニ基 キ テ電 氣 事 業 施行

細 則 中 ニ規 定 サ レ タル1燭 光 ハ,氣 壓760mm濕

度8.0ナ ル 空 氣 中 ニ於 テ燃 燒 ス ルHarcourt氏10

燭 光Pentane燈 ノ光 力 ノ1/10ト ナス.ト 規 定 シ,

其 ノ標 準 器 ハ遞 信 省 電 氣試 驗 所 ニテ 保 管 サ ル 由 ナ

リ31).

Hefner燭 ト萬 國 燭 ト ノ關係 ハ

1 Hefner燭 光(HK)=0.9萬 國 燭 光(I. C. P)

1萬 國燭 光(I. C. P)=1.11Hefner燭 光(HK)

ナ リ.萬 國 燭 トHefner燭 トノ比 較 ニ 就 テ ハ1913

年 ニPhysikalisch-technische Reichenanstaltト

National physical Laboratoryノ 間 ニ 施 行 サ レ,

大 戰 後 始 テ1924年Bureau of Standardsニ 於 テ

測 定 サ レ タ ル炭 素 纎 條 及 ビ 金屬 纎 條電 燈 ヲPhpsi-

kalisch-technische Reichenanstaltニ テ再 ビ測定

シ,以 テ兩 國單 位 ヲ比 較 シ,爾 來 屡 々 各 國 立 實驗

所 ノ間 ニ,比 較 測 定 行 ハ レ タ リ.

第2節　 照 度 ノ單 位

平 等 擴 散 光 ノ照 度 例 之 被 照 面 ノ明 サ ハ, L.

 Weberニ ヨ レバ,米 燭 光(Meterkerze符 號Mk)

ニ テ現 サ レ タ リ.コ レハHefner燈 ノ焔 ガ1 meter
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距 レ タルmattナ ル白 紙 面 ニ 生 ズ ル明 サ ヲ1米 燭

光(1Mk)ト セ リ.現 今獨 逸 照 明 學 會 ノ規 定 ニ ヨ レ

バ, 1 Hefner燭 光 ノ光度 ヲ有 スルHefner燈 ノ

焔 ノ1mノ 距 離 ニ於 テ,垂 直 ニ ア ル面 ニ ア タル 照

度 ヲ1 Hefnerluxト 稱 シ,一 般 ニ米燭 光(Mk)ノ

代 リニHefnerluxヲ 使 用 ス.

萬 國 共通 ノ照 度 ノ單 位 ニ 於 テ モ,米 燭 光(meter

 candle)及 ビ其 ノ代 リニLux使 用 サ ル.而 シテ

1萬 國燭 光 ノ光 度 ヲ有 ス ル標 準 燈 ヨ リ1mノ 距 離

ニ於 ケル 垂 直面 ノ照 度 ハ, 1米 燭 光(1M. C)或 ハ

1 Luxナ リ.

更 ニ1萬 國 燭 光 ノ標 準燈 ヨ リ1呎 ノ距 離 ニ 於

テ,垂 直面 ニ與 ヘル 照度 ヲ1呎 燭 光(1foot candle)

ト云 ヒ,獨 逸 ニテ ハ,之 ニ對 シ テ1 Hefnerfootア

リ.

光 度 及 ピ照 度 ノ種 々 ナ ル 單 位相 互 ノ關 係 ヲ,

 Bloch39)ノ 著 書Lichttechnikヨ リ引 用 セ バ,第1

表 及 ビ第2表 ニ示 セル ガ如 シ.

第1表　 光 度 ノ種 々 ナ ル 單 位 ノ相

互 關 係(Blochニ ヨ ル)

第2表　 照 度 ノ種 々ナ ル單 位 ノ相 互 關 係(Blochニ ヨル)

第3節　 文獻 中 ニ於 ケ ル光 度 及 ビ

照 度 ノ批 判

照 明 ニ關 スル文 獻 ヲ覽 ル ニ際 シテハ,往 時

ノ光 ノ單位 ト現 今 ノHefner燭 及 ビ 萬 國燭 ト

ハ多 少 相異 ルモ ノナ ルヲ以 テ,往 時 ノ文 獻 中

ノ光度 及 ビ照 度 ノ値 ト現 時 ノ値 トヲ比 較 スル

ニハ,コ ノ點 ヲ考 慮 セザ ル ベ カ ラズ.例 之獨

逸 ノ 古 キ 文 獻 ニ オ ケ ル 蝋 燭 ヲ單 位 トス ル

Meterkerzeハ,現 今 ノHefner燭 ヲ單 位 トス

ル モ ノ トハ,其 ノ値 ヲ異 ニ ス ル モ ノ ニ シテ,

現 今 ノ値 ハ之 等 ヨ リ稍 々 弱 シ35).　H.　T.　St

roer43)ノ 記 述 ニ ヨル ニ, H. Cohn15) 44)ノ學 校

照 明 ニ オケ ル最 小 照度 トシテ10米 燭 光(Mk)

適 當 照度 ト シ テ50米 燭 光 ヲ 與 ヘ タ ル ガ,

 Cohnハ 照 度 ノ測 定 ヲ 標 準 蝋 燭 ニ ヨ リタ ル ヲ

以 テ,今 日 ノHefner米 燭 光 ニ換 算 スル ニ ハ,
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1.14倍 セザ ル ベ カ ラ ズ.

尚 ホCohnノ 値 ニ就 テ ハ再 述 スル コ トアル

ベ シ.又 獨 逸 ニ テ ハ 一般 ニ衛 生 學 的 ニ米 燭 光

(Mk)ガ 採 用 セ ラ レタ ル ガ,現 今 ニ テ ハHef

nerluxヲ 使 用 スベ キナ リ.其 ノ 記 載 法 ニテ

モ今 尚 ホ單 ニLux或 ハLxヲ 用 ヒタ ル モ ノ

多 キヲ見 ル,之 ハ萬 國燭 ノLuxト 區 別 ス ル

タ メ ニHefnerlux或 ハ略 シテHLxヲ 使 用 セ

ン コ トヲ推 獎 ス.

第5章　 光 ノ測 定法(Photometrie)

光 ノ測 定 法 ニ於 テ ハ,生 理 的 計 測 ニ ヨル モ

ノ即 チ吾 人 ノ視 感 ニ訴 ヘ ル主 觀 的 測 定 法 ト物

理 的 測 定 ニ ヨル客 觀 的 測 定 法 トニ大 別 サ ル.

余 ノ測 定 ハ前 者 ニ依 ル モ ノ ナル ヲ以 テ,主 觀

的 測 定 法 ヲ 詳 述 シ,客 觀 的 測 定 法 ハ 簡 單 ニ

シ,唯 前 者 トノ比 較 批 判 ニ止 ム ベ シ.

第1節　 主 觀 的 光 ノ測 定法(Subjektive

 Photometrie)ニ 就 テ

第1項　 光 度 及 ビ照 度 測 定概 論

或方向 ニ於 ケル光力及ビ或面 ニ於 ケル照明 ヲ,

測定 スル器具 ヲ夫々光度計(Photometer)及 ビ照

度計 或ハ照明計(Beleuchtungsmesser)ト ス.光

度計 ハ發光體 ノ或方 向ニ於 ケル光力 ヲ直接 標準光

ト比較 スルモ ノニシテ,照 度計ハ或發光體 ノ一 ツ

ノ面 ヲ照 ラスニ ヨリテ生 ズル照明 ヲ測定 スル モノ

ニシテ,其 ノ面 ニ於 ケル照明 ト標準光 ニ依 ル照明

トヲ比較 スルモ ノナ リ.而 シテ測 ル可 キ光力或ハ

面 ノ照明 ヲ標準光或 ハ標準光 ニ ヨ ル照 明 ニ 比較

シ,何 倍 アルヤ,又 ハ何分 ノ1ナ リヤ ヲ測定 スル

モ ノニシテ,之 等測定 ハ吾人 ノ視器 ニ作用 スル光

ノ強弱 ニヨ リ斷定サ ルベキモノナル ガ故ニ,測 定

時 ノ心理的状態 ニヨ リテ,多 少誤差 ナ キ ヲ免 レ

ズ.カ ル ガ故 ニ測 定 器 ノ主 要 都 分 ハ 吾人 ノ斷 定 ヲ

シ テ可 及 的 容 易 ナ ラ シ ム ル タメ ニ設 ケ ラ レ タル裝

置 ニ外 ナ ラ ズ,換 言 セ バ,光 ノ強 弱 ヲ測 定 ス ル ニ

ハ,一 定 ノ標 準 ト比 較 ス ル モ ノニ シテ.標 準 光 力

ト供 試 光 力 トハ比 較容 易 ニ シテ 誤差 ヲ少 カ ラ シム

ル 裝 置 ヲ必 要 トシ,且 取 扱 便 ニ シテ短 時 間 ニ直 ニ

其 ノ結 果 ヲ得 ル ヲ要 ス.

一 般 光 度 計及 ビ照 度 計 ハ逆 自乘 ノ法 則 ニ基 キ テ

作 ラ レ タ ルモ ノ ニ シテ,又 既 述 ノ心 理 生 理 學 的 考

慮 ノモ トニ特 ニWeberノ 法 則 及 ビ 光 覺 ノ上 昇 ノ

關 係 等 ヲ考 慮 シ ア ル モ ノナ リ.

Weberノ 法則45) 46)ニ 就 テ

Weberノ 法 則 ハ 今 ヨ リ100餘 年 前E. H. Weber

(1831年)ニ ヨ リテ發 見 サ レ タル モ ノニ シ テ, Rヲ

全 刺 戟 ノ強 サ, dRヲ 刺 戟 ノ増 減 トスル 時 ハdR/R

=K(恒 數)ナ ル 數學 的 關係 ヲ以 テ示 サ ル.

外 因刺 戟 タル 明 サ ノ強 サ ガ増 減 シテ感 覺 ノ方 ニ

其 明 サ ノ増 減 ヲ意 識 ス ル ニ要 ス ル明 サ ノ増 減 量 即

チ區別 閾(Unterschiedschwelle)ハ,明 サ ノ絶 對

的増 減 ニ 非 ズ シテ,比 較 的 増 減 ニ關 係 スル モ ノナ

リ.個 人 ニ ヨ リテ 多少 差 異 ア ル モ,上 式 ニ於 ケル

恒 數 ハ 平均1/100ト 見 做 サ ル.例 之 光 ノ印象 ニ際

シテ100ノ 全 明度 ヲ有 ス ル時 ±1ノ 増 減 ハ 正 確 ニ

知覺 シ得 ル ナ リ.光 ノ測 定 ニ 於 テ視 野 ニ於 ケル相

異 ル2ツ ノ明サ ヲ比較 シ同 一點 ヲ見 出 ス際 ニ,コ

ノ區 別 感覺 ニ關 ス ル法 則 ヲ基 準 トス ル モ ハナ リ.

該 法 則 ハ 又 一定 範 圍 内 ニ於 テ ノ ミ適用 サ ル ベ ク,

餘 リニ大 ナ ル或 ハ 餘 リニ僅 少 ナ ル 明 サ ニ於 テ ハ 區

別 感覺 ハ 減退 ス ル モ ノナ リ.

第2項　 測 定 器 械

光 度 計 ニ 屬 ス ル モ ノ ニ, Bunsen, Lummer-

Brodhun, Trotter, Slot, Ritchie, Bechstein氏 等

ノ光 度計 及 ビLummer-Brodhun氏 ノ對 比 光 度計

(Kontrastphotometer)ア リ.又Bechatein, Si
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mmance-Abady, Schmidt, und Haensch,及 ビ

Whitman等 ノ交 照 光度 計(Flimmerphotome

ter)ア リ.

光 度 計 ト照 度計 ヲ 兼 ネ タ ル モ ノ ニ, Weber,

 Sharp-millar等 ノ光 度計 ア リ.

照 度 計 ニハ, Marshall, Preece-Trotter, Trotter,

 Everett, Harrison, Mascart, Martin, Macbeth,

 Philips氏 等 ノ照 度計,及 ビBechsteinノLuxme

ter.呎 燭 計,勞 研 照 度計, Csramノ 新 照 度 計,

 Neue Universal-Lichtmesser等 ア リテ 一 々各 器

械 ニ就 キテ記 載 ス ル ハ 本研 究 ノ 目的 ニ非 ザ ル ヲ以

テ茲 ニ余 ノ實 際使 用 セ シ測 定 器械 ニ ツキ主 トシ テ

述 ベ ン トス.

1.人 工 照 明測 定

a. Weberノ 光 度 計1) 2) 5) 6) 7) 35) 36) 39) 41)

往 時用 ヒ ラ レ タルBumfoldノSchattenphoto

meter, Bunsenノ 光 度 計 及 ビ之 ニ類 似 ノ器 械 ハ 實

驗 室 ニ固定 サ ル ベ キ モ ノニ シテ 且照 輝 面 ノ明 サ ノ

測 定 ニモ不 適 當 ナ ル ヲ以 テ, 1883年 ニBreslauノ

L. Weberハ 光 度 ノ 測 定 ノ外 ニ,直 接 照 輝 面 ノ照

度 ヲ測 定 シ得 ル 運 搬 可 能 ノ光 度 計 ヲ 考 案 シ,

 Firma Franz Schmidt & Haensch(Berlin)及

ビA. Krutz(Hamburg)ニ ヨ リテ 製 作 サ レ,以 來

屡 々 改良 サ レ, 1933年 ニ 更 ニ 新 改良 型發 賣 サ レ

タ リ.余 ノ使 用 セ シ モ ノハ 比 較燈 ニBenzin燈 ヲ

用 ヒ,改 良 型 ニハ,其 ノ外 ニ 白熱 電 球 ヲ用 フ.

Weberノ 光 度 計 ノ 構造 及 ビ使 用 法 等 ニ就 テ ハ

該 器 ニ附 シア ル 説 明書 ニ詳 細 ニ記 シ ア リ,又 他 ノ

教 科 書 ニ モ記 述 シア ル ヲ以 テ,實 驗 上 ノ2, 3ノ 注

意 ニ ツキテ 述 ブ ベ シ.

本 測 定 器 ニ ヨ リテ得 タル光 度 及 ビ照 度 ハ, Hef

nerkerze(HK), Hefnerlux(HLx)ニ テ 現 サ ル

モ ノ ニ シ テ,

1)光 度J=C〓HK

2)照 度E=C′ 〓HLx或 ハ

3)照 度E=C″ 〓HLx

ナル公式 ニ ヨリテ計算 サル. (Rハ 測定光源 ト光度

計 ノ匡箱 ニ挿入 セル 硝子板 トノ距離, γハ光度計

ノ讀 ミ, C, C′, C″ハ恒數 トス)

恒數C, C′, C″ハ光度及 ビ照度 ノ場 合ニ ヨリ異

ル値 ヲ有 スル モノニシテ,又 測定 スベキ光源或 ハ

照明 ノ強サ ヲ適當 ニ調整スル爲 ニ,匡 箱(Kasten,

 g)ニ 挿入 スル種 々異ル 透過率 ノ遮光硲子板 ニヨ

リ,或 ハ其 ノ數 ニ ヨ リ,次 デ 照度測定 ニ反射面

(Schirm)ヲ 使用 セズシテ,特 別 ノ乳色硝 子板 ヲ

使用 スル場合等 ニヨ リテ,夫 々異 ナル値 ヲ有 シ,

該器 ノ説明書 ノ表 ニ記 入シアルモ ノナ リ.然 レ ド

モ亦 コノ恒數ハ,比 較燈 ニ 使用 スル石油 「ベ ンデ

ン」及 ビ反 射面 ノ 性質 ニヨ リテ 影響サルモ ノニシ

テ,同 ジMerck製 ノ石油「ベンヂ ン」ニテモ,包 裝

罎 ノ異ナル ニヨリ,且 製造 ノ時 日或ハ新舊等 ニヨ

リ,更 ニ反射 面 ノ取換 ヘラ レタル場合,其 ノ陳舊

トナ リシ時等ニ ヨリテ變動 ヲ來 ス モノ ナ ル ヲ以

テ,豫 メ該 説明書ニ示 サ レタル方法 ニヨ リテ,實

驗的 ニ決定 シオク事肝要 ナ リ.余 ノ測定 ニヨル恒

數 ト説明書 ニ記入 シアルモ ノトノ比較 ヲ示 セバ第

3表 ノ如 シ.

Weberノ 光 度計 ニハ比較「ベンヂ ン」燈 ノ前 ニ,

圓筒 内ヲ移物 シ得 ル擴散性半透 明 ノ硝 子板 ア リ

テ,其 ノ位置 ハ外部 ヨ リ計測 シ得ル樣目盛 ア リ.

コノ目盛 ニヨリテ,光 度計 ノ讀 ミγノ値 ヲ知 ルモ

ノナルガ,コ ノ讀 ミハ100-300(10.0cm, 30.0cm)

ノ範圍 内 ニテ採用 セラ レル 樣,匡 箱 ニ挿入 ス ル

種々 ノ暗色硝 子或ハ乳色硝子板 ヲ取換 ヘル事 ニヨ

リテ施行 スベキナ リ.斯 種 々 ノ透過率 ノ遮 光硝子

板 ヲ以テ測定光 ノ強サ ヲ適宜 ニ調整スルハ,比 較

光 ニ比 シテ餘 ニ明サ ノ差顯著 ナル時ハ,眼 ノ區別

感覺 ノ減退 ヲ來 シ,或 ハPurkinie氏 現象 ヲ生ジ,
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誤 差 大 トナ ル ヲ以 テ ナ リ.

Weberノ 光 度 計 ノ作 ラ レザ リシ時 代 ニテ ハ,照

度 ノ測 定 ハ視 力 試 驗 ノ如 キ測 定 法 ニ ヨ リ テ 行 ハ

レ,作 業 面 ノ適 當 照 度 ノ如 キ絶 對 値 ノ測定 ハ困 難

ナ リシガ,該 器 ノ出 ヅ ル ヤ, H. Cohn47)(1884年)

ニ ヨ リテ始 メテ,學 校 照 明 ノ測 定 ニ使 用 サ レ,作

業面 ノ適 當 照 度 ヲ決 定 スル ヲ得,學 核 衛 生 ニ 一 革

新 ヲ與 ヘ タ リ.爾 後S. Boubnoff48)(1893年), F.

 Kermauner及 ビW. Prausnitz49)(1897年), C. 

Oberdick50)(1898), A. Crzellitzer51)(1900年),

 S. Ruzicka52)(1905年), H. Reibmayr53)(1906年),

 R. Possek14)(1907年), Korff-Petersen及 ビM. 

Ogata54)氏(1926), F. Geschke及 ビT. Wohlfeil55)

(1926), C. Flugge35)(1927年), H. J. Stroer43)

(1927年), N. Dziobek56)(1928年), E. Esmarch37)

(1930年),白 玖26)(1930年)等 幾 多 ノ 人 々 ニ ヨ リ

テ,人 工,晝 光 照 明 ノ測 定 ニ使 用 サ レ,照 明 ノ衛

生 學 的 方 面 ニ 多 大 ノ貢 獻 ヲ與 ヘ タ リ.該 光 度 計 ハ

其 ノ改良 ト共 ニ益 々 正確 度 ヲ認 メ ラ レ,又 他 ノ簡

便 携帶 用 照 度 計 ノ正 確 度 ヲ檢 定 ス ル標 準 器 械 トセ

ラル ル ニ至 レ リ.即 チW. Voege57)(1929年)ニ

ヨ リテ 推獎 サ レ タルFirma A. Kruss製 ノUnive

rsal-Lichtmesserノ 正確 度 ノ如 キ モ, Weberノ 光

度 計 ニ ヨ リ檢 定 サ レ タ リ.

b. W. BechsteinノLuxmeter36) 58) 59)

既 ニ獨 逸 ニテ ハ 携帶 用 光 度 計,照 度 計 トンテ,

 Weber, Brodhunノ 光 度 計 及 ビUniversal-Photo

meter等,更 ニPreeze及 ビTrotter, Wingen,

 Kruss, Martin, Martin-Dinessen, Bechetein等

ノ照 度計 及 ビ呎 燭計 ガ 使用 サ レオ リシ ガ,之 等 ノ

照 度 計 ハ 其 ノ取 扱 上,測 定 ノ難 易 及 ビ 正 確 度 等 ニ

於 テ 不備 ノ點 ア リシ ヲ以 テ, W. Becheteinニ ヨ

リ新 ク携 帶用 照 度計Luxmeter考 案 サ レ, Firma

 Franz Schinidt & Haenschヨ リ製 作 發 賣 サ レ

タ リ.尚 ホ1923年 ノ獨逸 照 明學 會 ニ提 出 サ レ,其

ノ使 用 法,取 扱 簡單 ニ シ テ,測 定 モ 迅 速 ニ 施 サ

レ,且 晝 光 測定 モ可 能 ニ シテ,其 ノ正 確 度(15-

10%)モ 可 成信 頼 ス ル ニ足 ル モ ノナ リ.

Luxmeterノ 測定 範 圍 ハ0.01-500 Hefnerlux

ナ ル モ,原 案 者59)ニ ヨ リ,更 ニ特 種 ノ眺 遠 鏡 樣 ノ

附 屬機 ヲ以 テ100000 Hefnerlux迄 測定 シ得 ル 樣

改良 サ レ タル モ ノア リ. LuxmeterハL.Bloch60)

 (1927年)ニ ヨ リ後述 ノ如 キ 特種 ノ場 合 ニ使 サ レ,

 E. Friedberger及 ビC. Callerio61)ニ ヨ リテ 衛 生
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學 的研 究 ニ使 用 サ レ タ リ.

最 近 ノ文獻 ニ ヨル ニF. Schutz及 ビG. Linde62)

(1933年)ノ 提 唱 セ ルNeue Osram-Beleuchtung-

smesserハLuxmeterヨ リモ測 定 容 易 ニ シ テ,且

測 定範 圍(0.4-40000HLx)大 ニ シテ,晝 光 照 明測

定 ニ モ適 セ ル由 ナル モ,未 ダ使 用 ス ル ノ機 會 ヲ得

ザ リシハ 遺 憾 トス.

c.呎 燭計(Foot candle meter)6) 7) 63)

National lamp works of general electric co.

 Cleveland製 ノ呎燭 計 ハ測 定 極 テ 簡 單 ニ シテ迅 速

又携 帶 ニ モ至便 ナ ル モ,正 確 度 ニ 缺點 ア リ.即 チ

炭 素 纎 條「タ ング ス テ ン」纎 條,眞 空或 ハ瓦 斯 充填

電 球 等 ニ ヨル照 明 ヲ測 定 スル 場合 ニ ハ大 ナ ル差 ヲ

生 ズ ル コ トナ ク,約10-15%ナ ル モ,晝 光 色 電

球 ノ如 キ帶色 光 ノ照 明 測 定 ノ場 合 ニ ハ, 32%餘 ノ

誤 差 ヲ生 ズル 事 ア リ ト云 ハ ル.本 邦 ニ於 テ モ早 ク

ヨ リ廣 ク使 用 サ レ居 ル モ ノナ リ.呎 燭 計 ニ ヨ リテ

測 定 サ レタル照 度 ハ 呎 燭光 ヲ以 テ現 サ ル,之 ヲ獨

述 ノHefnerluxニ 換 算 ス ル ニハ11.95倍 セザ ル ベ

カラ ズ.

d.勞 研 照度 計64)

勞 研照 度 計 ハ本 邦 産 ノモ ノニ シテ,江 田 氏 ニヨ

リテ考 案 サ レ島 津製 作所 ニ ヨ リ試 作 發 賣 サ レ タル

携帶 用 照 度計 ナ リ.

本 器 ノ構 造及 ビ理 論 ハ 江 田 氏 原著64)ニ 記 載 シア

リ.氏 ニ ヨ レバ 其 ノ測 定 誤差 ハ5%位 ニ シ テ,

 Luxmeter及 ビ呎 燭計 ノ如 ク,元 來作 業面 ノ照 度

測定 ニ實 用 的 ニ シ テ,容 易 ニ測 定 サ レ,携 帶 ニ至

便 ナ ル ヲ 目的 トスル モ ノナ リ.

該 照 度 計 ヲ以 テ 測定 シ タル照 度 ハ, Luxヲ 以 テ 現

サ ル.之 ハ 恐 ラ ク萬 國 燭 ノLuxナ ラ ン.然 ラバ之

ヲHefnerluxニ 換算 セ ンニ ハ, 1.11倍 セザ ル ベ カ

ラ ズ.本 器 ハ 既 ニ竹 村65),柴 山66)等 ニ ヨ リ使 用 サ

レ タ リ.

2.異 色 光 ノ測定(Heterochrome Photome

trie)

光 ノ測 定 ニ於 テ,僅 ノ色 ノ差 異 ノ光 ノ比 較 ニハ

困 難 ヲ感 ゼ ザ ル モ. (色 差10mμ 位 ノ時 ハ,正 確 ニ

兩 光 ノ同 一點 ヲ見 出 シ得 ラ ル ト言 ハ ル.)測 定 器械

ノ比 較燈 ト色 調 ヲ異 ニ ス ル事 著 シ キ程,其 ノ比較

ハ 困難 トナ リ.測 定 誤 差 モ大 トナ ル.例 之 白 熱電

燈 及 ビ「ベ ンヂ ン」燈 ト晝 光,白 光 ト赤,緑 及 ビ青

色 光 等 ノ比 較 ニ於 ケル ガ如 ク,次 第 ニ比 較 困難 ト

ナ リ,遂 ニハ 不 可 能 トナ ル.茲 ニ於 テ早 ク ヨ リ,

後 述 ス ルガ如 キ客 觀 的 測 定 法 ノ研 究 サ レ タル所 以

ナ リ.

主 觀 的 測定 法 ニ於 テ,如 何 ニ セ バ色 調 ヲ異 ニ ス

ル 光 ヲ正確 ニ容 易 ニ比 較 シ得 ラ ル ヤ,即 チUber

hruckung des Farbensprungesノ 方 法 ニ關 シテ

次 ノ5方 法32) 67)ガ考 ヘ ラル.

A. Gleichheitsmethode und Kontrastme

thode.

B. Stufenmethode

C. Spektralphotometrische Methode.

D. Flimmermethode.

E. Methode gleicher Sehscharfe.

之等 ノ方法 ノ中或 ハ其 ノ併用 ニヨル最 モ心理 生理

學的 ニ合理 的ナルモ ノヲ採用 セバ,色 神 ニ何 等異

常ナキ正常 眼ガ,光 度計或ハ照度 計視野 ニ於 テ色

調相 異ル2面 ヲ觀察 シ,全 ク同一ナ リ ト判定 シタ

ル同 一明 サ ナル モノハ,(物 理的 ニハ斷定サ レ得

ザルヤモ知 レザル モ,)眼 ヲ以テ評價 スル主觀的測

定法 ニテハ,心 理 生理學的 ニ全 ク其 ノ明 サ同一 ナ

リ ト斷定 シテ可ナルモ ノナルベシ.

A. Gleichheitsmethode及 ビKontrastme

thode.

コ ノ方 法 ハ 相 隣接 セ ル視 野 ニテ互 ニ比 較 セ ン トス

ル モ ノニ シ テ,第3圖 ノ如 ク種 々 ノ方 法 ア リ. 2ハ

Luxmeter 3ハBechsteinノ 光 度 計7)4ハRitchie
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ノ光度 計 及 ビVoege57)ノ 新Universal Lichtme

sser5ハWeberノ 光 度計,勞 研 照 度 計 其 ノ他6

ハ新Osramノ 照 度 計62)7ハLummer-Brodhun

ノ光度 計 ニ採 用 サ ル.之 等 ノ中5. 6. 7最 モ比 較 ヲ

シテ容 易 ナ ラ シ ム.一 般 ニ 之 等 ノ方 法 ハ視 野 ノ境

界 線 ノ完 全 ニ消 失 ス ル事 ヲ着 眼 點 トナ ス モ ノニ シ

テ,色 調 ノ差 僅 少 ナ ル時 ハ 容 易 ニ同 一點 ヲ見 出 シ

得 ル モ,色 調 ノ差 漸 次 著 明 トナ ル ニ ツ レテ 困難 ト

ナ リ,其 ノ差 餘 ニ大 ナ ル 時 特 ニ 單色 光 ノ場 合 ハ 全

ク不 可 能 ナ リ.

B. Stufenmethode

色 ノ相 違 甚 シ キ時 ハ 其 ノ差 僅 少 ナ ル色 階 段 ニ分

離 シテ測 定 セ ン トス ル 方 法 ニ シテ,例 之 白 ト青 色

光 ノ比 較(特 ニ比 較 困 難 ナ ル モ ノ)ニ 於 テハ,先 中

間 階 段 トシ テ黄 色 光 ヲ使 用 ス,即 チ黄 色 光 ト青色

光 次 デ 黄 色 光 ト白 色 光 ノ比 較 ヲ ナ ス.之 ハ 容 易 ニ

就 行 サル ル ヲ以 テ,之 等 ノ結 果 ヨ リシ テ,白 ト青

色 光 ノ比 較 ハ推 定 サ ル ベ シ.コ ノ方 法 ハ理 論 上 甚

ダ 合 理 的 ナ ルモ,實 際 施 行 ス ル ニ 當 リ煩雜 ニ シ

テ,誤 差 モ大 トナ ル傾 向 ア ル ベ シ.

コ ノ方 法 ノ一 種 ト見 做 サ ル ベ キ モ ノ ニ ハ,

 Luxmeterニ 於 ケル ガ如 ク,其 ノ晝 光 照 明 測 定 ニ

當 リ,該 器 ノ比 較 燈 ハ,晝 光 ニ比 シ赤 色 ニ富 ム ヲ

以 テ,青 色 濾 光 板 ヲ透 過 セ シ メ,晝 光 トノ差 ヲ僅 少

ナ ラ シ メテ測 定 ス ル樣 ニシ ア リ.又L. Bloch68)モ

亦 該 器 ノ比 較 燈 ノ前 ニ,青 色 濾 光 板 ノ代 リニ緑 色

濾 光 板 ヲ使 用 シ, R. Sewig32)モ 測 定 光 ノ色 調 ニ接

近 セ シム ル タ メ比 較 燈 ノ前 ニ青 色 濾 光 板 ヲ挿 入 ス

ル方 法 ヲ採 用 セ リ.

C. Spektralphotometrische Methode 67) 70) 71)
 72)

2ツ ノ相 異 ル色 光 ノ 正確 ナ ル 比較 ニ ハ,先 ヅ

Spektrumニ 分 光 シ テ,其 ノSpektrumノ 箇 々 ノ

部 分 ノ強 サ ヲ比 較 ス ル ハ可 能 ナ リ.コ ノ目的 ニ非

常 ニ 複 雜 ナ ルSpektralphotometer使 用 サ ル.即

チ此 光 度 計 ニ ヨ リテ,光 源 ハ其 ノ箇 々 ノ波 長 ニ於

テ測 定 サ レ,其 ノ箇 々 ノ明 サ ニ ヨ リテ算 出 サ レル

モ ノニ シ テ,一 般 ニ單 色 光 ノ測 定 ニ用 ヒ ラ レル 正

確 ナ ル信 頼 ス ベ キ方 法 ナ リ.然 レ ドモ 此光 度計 ノ

缺 點 トス ル ハ,使 用 サ ル「コバ ル ト」濾 光 板 ノ性質

及 ビ楔 角 等 ニ對 シテ,嚴 密 ナ ル要 求 ノ滿 サ ル ヲ要

シ,更 ニ 正確 ナ ル測 定 ヲ要 ス ル 場 合 ニハ 非 常 ニ時

間 ヲ要 シ且 疲 勞 シ易 キ 事 トス.

246



照明ノ眼衛生學的研究(第1報) 2281

D. Flimmermethode

Rood72(1893年)ノ 研 究 ニ ヨ レバ,今2ツ ノ相

異 ル 光 ヲ 一 定 速 度 ヲ以 テ 交 互 ニ眼 ニ 露 ハ サ ル 時

ハ,其 ノ色 差 ハ 消滅 シ去 リ,タ ダ 光 力 ノ差 ノ ミヲ

認 メ得 ベ ク,明 暗 搖 光 像 ノ不 快 ナル 感覺 即 チFli

mmerナ ル現 象 ヲ惹 起 ス ベ シ.今 若 シ兩 光 力 相 等

シキ 時 ハ,明 暗 ヲ認 メ得 ズ シテ一 定 ノ明 サ ノ ミヲ

感 ジ， 不快 ナ ルFlimmerハ 消 失 ス ベ シ.コ ノ場

合 ニRoodハ コ ノFlimmerノ 消失 ヲ以 テ,同 ジ

明 サ ノ表 徴 ト見 做 セ リ.交 照 光 度 計 ハ コ ノ事 實 ニ

立脚 セ ル モ ノナ リ.直 接 光 度 測 定 ニ於 テ,交 照 光

度計 ノ優 レ タル ハ,福 田7)氏 ノ記 載 ニヨ レ バ,光

度 計 ノ反 射 面 ト眼 トノ距 離 ニ ヨル測 定 結 果 ニ誤差

ヲ減 少 セ シム ル コ ト,及 ビ光 ノ強 サ ニ ヨ リテ 感度

ヲ 異 ニ スル 誤 差 ヲ 減 少 セ シ ム ル コ ト 即 チPur

kinje氏 現 象 ヲ 避 ケ 得 ラル ル 事 ナ リ.又Ives73),

 Kingsbury74)等 ニ ヨ リテ,着 色 液 ノ透 過 率 ヲ交 照

光 度 計 及 ビSpektralphotometerニ ヨ リテ 測 定 シ

交 照 光 度計 ノ實 際 的使 用 ニ適 ス ル コ トガ立 證 セ ラ

レタ リ. A. H. Taylor75)モ 亦 交 照 光 度 計 ノ異 色 光

ノ測 定 ニ於 ケ ル正 確度 ニ就 テ研 究 セ リ.コ ノ交照

法 ニハ 今 尚 ホ不 備 ノ點 之 無 キ ニ ア ラザ ルモ,廣 ク

異 色 光 ノ測 定 ニ使用 サ レ,特 ニ單 色 光 ノ光 度 測定

ニ ハ最 良 ノ方 法 ナ リ.

Bechsteinノ 交 照 光度 計2)

W. Bechsteinノ 交 照 光 度計 ハ 既述 ノRoodノ

見解 ニ基 ク一種 ノ交 照 光 度計 ナ リ.該 器 ハ直 線 ニ

シテ水 平 ナ ル鐵 梁(Photometerbank)ノ 上 ニ置 カ

レ,車 ニ ヨ リテ,其 ノ上 面 ヲ滑 動 シ得 ル樣 ニ シア

リテ,鐵 梁 ノ兩 端 ヨ リ ノ位置 ヲ容 易 ニ知 ラ レ ルベ

ク指 針 ヲ具 ヲ.鐵 梁 ハ 長 サ250cmア リテ,其 ノ

一 端 ニ測 定 ス ベ キ光 源 ヲ,他 端 ニ標 準 燈Hefner

燈 或 ハ標 準 白熱 電 燈 ヲ設置 ス.兩 光 源 ヨ リ來 ル 光

線 ハ光 度 計 ノ擴 散 性角 稜 ノ兩 表 面 ニ入 射 シ,觀 測

者 ノ視 野 ニテ同 心 圓状 ニ兩 表 面 ノ照 明 ハ露 ハ サ ル

ペ シ.今 光度 計 ノ電 動 機 ヲ適 當 ノ速 度 ニ囘 轉 セ シ

メ,兩 光 源 ヨ リ同 心 圓 ノ映 像 ニ於 ケル 光 色 ノ差 異

ナ カ ラシ ム ル時 ハ,兩 光 力 ニ差 異 ア リテ 角稜 ノ兩

面 ニ於 ケ ル照 明 相 異 ル 場 合 同心 圓 ノ周 縁 及 ビ 中央

ニ於 テ光 力 ノ差 即 チ明 暗 ノ差 ヲ認 メ ラル ベ シ.コ

ノ時 光 度 計 ヲ兩 光 源 ノ内何 レ カ一 方 ノ位置 ニ 移動

セシム ル 時 ハ.コ ノ 明暗 ヲ認 メ 得 ザ ル ニ至 リ.

 Flimmerノ 消 失 ヲ來 ス ベ シ.コ ノ時 ノ光 度計 ノ位

置 ヲ指 針 ニ テ讀 ミ ト リ, J2=J1 R2/γ2(J2ハ 測定

セ ン トス ル 未 知 光 源 ノ光 度, J1ハ 標 準燈 ノ光 度,

 Rハ 測 定 ス ベ キ光 源 ヨ リ ノ距 離, γハ250cm-R

即 チ標 準 燈 ヨ リ ノ距 離 ヲ示 ス)ナ ル式 ヨ リ シテ,

測 定 スベ キ 光源 ノ光度 ハ算 出 サ ル ベ シ.標 準 燈 ト

シテHefner燈 ヲ既 述 ノ條 件 ノ 元 ニ使 用 ス ル 時ハ

J1=1 HKニ ニ シテ 測 定 セ ル光 度J2ハHefner

 kerze(HK)ニ テ示 サ ル コ ト勿 論 ナ リ.

Bechsteinノ 交 照 光度 計 ハ 獨 逸 ニテ 一 般 ニ使 用

サ レ, 1927年 獨 逸 照 明 學 會(D. B. G.)ニ 於 テ 認 定

サ レ,緒 方 教 授76)ニ ヨ リ本 邦 ニ紹 介 サ レ,白 玖26),

高 橋77)氏 等 ノ研 究 ニ使 用 サ レ タ リ.

E. Methode gleicher Sehscharfe

交 照 光 度 計 ハ 異 色 光 ノ測 定 ニハ,誠 ニ至便 ナ ル

モ,コ ノ種 ノ光 度 計 ハ 既 述 ノ如 ク固定 設 置 セ ラル

ベ キ 性質 ノモ ノニ シテ,要 求 ニ應 ジテ其 ノ位置 ヲ

移 動 シ測 定 スル ニ不 便 ニ シテ,且 面 ノ明 サ即 チ照

度 ノ測 定 モ不 可 能 ナ リ.茲 ニ於 テ, L. Weberハ

彼 ノ光 度 計 ニ コ ノ方 法 ヲ採 用 セ リ.今 光 度 計 ノ接

眼 部 ニ一 ツ ノ赤 色 硝 子 板 ヲ置 ク時 ハ,光 度 計 視 野

ハ 全 體 赤 ク着色 サ レ兩 光 ノ色 差 ハ 僅 少 トナ リ,比

較 測 定 ハ容 易 ク行 ハ ル.サ レ ド之 ニ ヨ リテ得 タル

値 ハ 光線 ノ赤 色 部 ノ ミニ對 スル モ ノナ ル ヲ以 テ,

白色 光 ニ對 ス ル値 ニ換 算 スル タ メ ニ,係 數Kヲ 乘

セザ ル ベ カ ラズ.若 シ測 定 セ ン トスル 光 源 ガ 比 較

燈 ヨ リモ赤 色 光 線 ヲ比 較 的 多 ク有 シオ ル ナ ラバ,

コ ノ係 數Kハ1ヨ リモ 小 ナ ル ベ ク,比 較 燈 ヨ リ
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モ 赤 色 光 線 貧 シキ 時 ハ, 1ヨ リモ大 ナ ル ベ キ ナ リ.

コ ノ係數Kヲ 決定 ス ル ハ 非常 ニ困 難 ナ ル モ ノニ シ

テ, Weberノ 光 度 計 ニ於 テハ 次 ノ如 ク 實 驗 的 ニ

測 定 セ ラ ル.先 完 全 ニ平 等 ナ ル2箇 ノ試視 力 表 ヲ

用 ヒ, 1ハWeberノ 光度 計 ノ比 較 燈 ナル 「ベ ンヂ

ン」燈 ノ光 ニ ヨ リ,他 ノ1ツ ハ測 定 セ ン ト スル 光

源 ノ光 ニ ヨ リテ 照 ラサ ル,而 シ テ兩 照 明 ヲ調 節 シ

テ,兩 試 視 力 表 ノ視 標 ガ丁 度 認 識 シ得 ラ レル樣 ニ

ナ ス.然 ル時 ハ 兩視 力表 ノ明 サ ハ視 力 ニ關 シテ同

等 ナル 事 ニナ ル ベ シ.次 デ兩 試 視 力 表 ニ於 ケル 明

サ ヲ,赤 色 硝 子板 ヲ以 テ 測 定 ス.コ ノ際 若 シ「ベ ン

ヂ ン」燈 ニ テ照 サ レタ ル面 ノ値 ヲ15HLx他 ノ試

視 力 表 ノ値 ヲ10HLxト ス レバK=15/10=1.5ナ

ル理 ナ リ.コ ノ同 一視 力 ニ立 脚 スル實 驗 ハ 甚 ダ面

倒 ナ ル モ ノニ シテ.又 コ ノ方 法 ニヨ リテ 得 タル係

數Kナ ル モ ノハ,一 度 測 定 サ レ タル時 ト同 ジ色 ノ

光 ヲ測 定 スル場 合 ニ ノ ミ利 用 サ レ得 ル モ ノ ナ ル ヲ

以 テ, Weberハ 實際 的 ニ 應 用 サ レル 樣 ニ次 ノ方

法 ヲ採 用 セ リ.即 チ緑 色 光 ト赤 色 光 ノ比G/Rニ

關 係 スル 係 數Kヲ 求 メ ン トシテ, G/Rナ ル 比 ノ

種 々 ノ値 ニ對 スルKノ 値 ヲ決定 セ リ.コ ノ値 ハ

Weberノ 光度 計 ノ 説 明書 ニ於 テ 表示 シア ル モ ノ

ナ リ.

今 該 光 度 計 ヲ以 テ晝 光 照 明 ノ如 キ 異色 光 ノ照 度

ヲ測 定 セ ン トセ バ,先 光 度 計 ノ接 眼 部 ニ附 シア ル

赤色 硝 子 板 ニ テ測 定 シ,次 デ緑 色 硝 子板 ニ テ測 定

シ,兩 測 定 値 ノ比G/Rノ 値 ヲ求 メ,説 明 書 ノ表 ニ

於 テ,其 ニ對 スル 係 數Kノ 値 ヲ求 メ,之 ヲ赤 色 硝

子 板 ニテ 測 定 セ ル値Rニ 乘 ズ レバ 可 ナ リ.コ ノ方

法 モ 亦色 調 ノ差 餘 リ甚 シ キ場 合 特 ニ單 色 光 ノ測 定

ニ ハ適 用 シ難 ク,其 ノ際 ニ於 ケルPurkinje氏 現

象 ノ影 響 モ甚 大 ナ リ54),又Stuhr78)ハ コ ノ係 數K

ノ値 ハ光 ノ種 類 或 ハ 其 ノ強 サ ニ ヨ リテ 影 響 サ レ ル

事 ヲ發 見 シ, S. Ruzicka70)ハ 吾 人 ノ視 器 ニ最 モ 強

ク感 ズ ル黄 色 光 ヲ顧 慮 セ ズ ト 非 難 セル モ, Korff-

Petersen5)ニ ヨ レバ, Stuhrノ 決 定 セ ル係 數Kノ

値 ハWeberノ 値 ト ノ差 僅 少 ナ ル ヲ 見 ル ベ ク, 

Weberノ 係 數Kノ 値 ハ 實 際 的 ニハ 充 分 ニ シ テ,

特 ニ晝 光 照 明 ノ際 ノ如 キ 場 合 ニ ハ 充 分 ナ リ ト云

フ.

又 コ ノ方 法 ニ ヨ リテ 得 タル値 ハ,交 照 法 ノ如 キ

直 接 比較 ニ ヨ リテ 得 タル 値 トハ 全 クハ 相 一致 セ

ズ.然 シナ ガ ラKorff-Petersenハ コ ノ同 一 視 力 ニ

ヨル 値 ノ方 衛 生 學 的 ニハ 意 義 深 シ ト言 ヒ,コ レ ヨ

リ先, W. Siemens79)モ2ツ ノ異 色 光 ノ 面 ノ明 サ

ニ於 テ,全 ク同 等 ナ リ ト言 ヒ得 ラル ル ハ,其 ノ兩

面 ガ 眼 ニ對 シテ全 ク等 シキ 明 サ ニ見 ヘ タル 場 合 ニ

非 ズ シテ,其 ノ兩 面 ニ用 ヒ タル視 標 ノ全 ク 同樣 ニ

明 白 ニ認 識 サ レ タル時 ニ初 メテ言 ヒ得 ル ナ リト主

張 シ, J. M. Lepinay, W. Nicati80)等 ノ見 解 ニ

ヨ ル モ,色 調 ヲ異 ニ ス ル 光 ニ於 テ,若 シ視 力同 一

ナ ル トキハ 其 ノ明 サ モ同 一 ナ ル ベ キ ヲ認 メ タ リ.

コ ノ方 法 ニ類 似 ノ研 究 ニL. Bloch81), E. Ell

 rodt82)等 ア リ.コ ノ方 法 ヲ採 用 セ ル 照 度 計 ニハ 尚

ホKruss-Wingenノ 照度 計83)W. Voegeノ 新

Universal Lichtmesser等 ア リ.後 者 ハ 特 ニBloch

ノ方 法 ニ ヨ リ,赤,緑 ノ外 ニ青 色 硝 子 板 ヲ モ使 用

シgrun/Rot grun/Blauノ 比 ニ 關 スル 係 數 ヲ 採 用

セ リ.

Weberノ 光 度 計 ニ テ 測 定 セ ル 文 獻 ニ對 スル 注

意.

F. Erisman84), A. Crzellitzer51), Korff-Pete

rsen35)等 ニ ヨ レバ, H. CohnノWeberノ 光 度 計

ニ テ測 定 セ ル照 度 ハ,赤 色 硝 子 ノ ミニ テ 測定 セ ル

値 ニ シテCohnノ 與 ヘ タル最 小照 度10mkノ 如

キハ 赤 色 光 線 ニ對 ス ル値 ナ ル ガ 故 ニ之 ヲ白色 光線

ニ對 ス ル値 ニ 換 算 ス ル時 ハ20-30mk約25mk

ニ相 當 ス ル モ ノナ リ.コ ノ事 ハ 古 キ文 獻 ヲ覽 ル ニ

際 シ テ重 要 ナ ル モ ノナ リ.

248



照明ノ眼衛生學的研究(第1報) 2283

第2節　 客 觀 的 光 ノ測 定 法(Objektive

 photometrie)

客 觀 的 光 ノ測定 ハ視 覺 ヲ以 テ セズ,化 學 的,物

理 的 方法 ヲ以 テ,客 觀 的 ニ測 定 セ ン トス ル方 法 ナ

リ.コ ノ方 注 ハ本 研 究 トハ 少 シ ク縁 遠 キ モ ノナ ル

ガ.主 觀 的 測 定 法 トノ優 劣 ヲ論 ズ ル 目的 ヲ以 テ,

簡 單 ニ記述 セ ン トス.

客 觀 的 光 ノ測 定 法 ノ測 ヨ リ觀 察 スル ニ,主 觀 的

異 色 光 ノ測 定 ニ於 ケ ル困 難 及 ビ 不 正確 度 ハ,次 ノ

觀 察 點 ト事 實 ニ由 來 スル モ ノナ リ.46) 86)

1)比 較 ノ困 難 サ ハ,色 ノ飽 和 度 ト共 ニ 増 大 ス.

又 色 ノ同 時對 比(der Simultane Farbenkontrast)

ナ ル モ ノガ,障 碍 動 機 トシテ 發生 ス ル限 リ,ソ コ

ニ客 觀 的(物 理 的)ニ 存 在 セ ル差 異 ハ,主 觀 的 ニ増

大 ス.

2)比 較 ハ 個 人個 人 ニ ヨ リテ難 易 ア リ.

3)觀 察 者 ノ熟練 ノ影 響 大 ナ リ.

4)比 較 ノ難 易 ハ色 ノ組 合 セ ノ異 ル ニ ヨ リテ異

ル.

5)Purkinje氏 現象 ノ影響ア リ.

6)觀 察者 ノ眼 ノ調應状態,中 心視力及 ビ疲勞

等 ノ影響 ア リ.

7)測 定方法 ニヨリテ異ル結果 ヲ生 ズ.例 之對

比光度計 ト交照光度計 ノ場合 ノ如 ク,光 度計 ノ種

類ニ ヨリ其 ノ測定結果異 ル.

第1項　 化 學 的 測定 法(感 光 紙 ニ

ヨル 方 法)

化學的光 ノ測定法ハ,鹽 化,臭 化,沃 化銀 等 ヲ

塗布 セル感光紙 ノ光線 ニ露出セラルル時ハ,還 元

セラレテ黒變 スベシ,コ ノ化學的變化 ノ程度 ニヨ

リテ,光 力 ヲ測定 セン トスルモノナ リ.斯 ル感光

紙 ヲ使用 スル時ハ,光 ノ色 ニヨ リ黒變 ノ調子相異

ル ヲ以テ,其 ノ度合 ニヨ リテ,異 色光 ノ測定容 易

ナ リ. Bunsen及 ビRoscoe87)ハ 既 ニ80年 前 光力

測定 ニ光線 ノ化學的作用 ヲ利用 セ ン トシテ,一 種

ノ感光紙 ヲ採用 セ リ.然 ルニ従來 ノ感光紙ハ光 ノ

種 々 ノ波 長 ニ對 ス ル反 應 ハ,視 器 ノ感 度 ト相 異 ル

モ ノナ リ,例 之 從 來 ノ 感 光 紙 ハ 光 ノViolett-Ult

raviolettノ 部 分 ニ最 モ強 ク,青 ニ於 テ 既 ニ稍 々減

弱 シ,緑,黄 等 長波 長 ニ ナ ル ニ從 ヒ テ,益 々弱 ク

遂 ニ作 用 セ ザ ル ニ至 ル.反 之 視 器 ハ 黄色 部 ニ最 モ

強 ク感 ズ ル ナ リ.故 ニ從 來 ノ感 光紙 ノ黒變 ハ大 部

分 ハ 吾 人 ノ網膜 トハ異 ル幅 射 「ヱ ネ ル ギ ー」ノ部 分

ヲ現 スモ ノナ リ.茲 ニ 於 テAndresen88)(1898年)

ノRhodamin Bニ ヨル臭 化銀 感 光紙, A. Crze

llitzer51)(1900年)ノ 黄 色 光 ニ 特 ニ 感 光 ス ル絹 紙

 
(Seidenpapier)及 ビS. Ruzicka70) 87)(1902年)ノ

Andresenノ 感 光紙 ニAuramin濾 光 板 ヲ組 合 セ

タル モ ノ等 造 ラ レ,特 ニRuzickaノ 感 光紙 ハ,同

氏 ニ ヨ シバSpektrumニ 於 ケル 感 度 ハ 網膜 ノ感 度

ニ ヨ ク一 致 ス ト言 ハ ル.然 レ ドモ之 等 ノ感 光 紙 ノ

應 用 ハ 未 ダ 實 用 的 ナ ラズ,且 其 ノ測 定 値 モ比 較 的

ノモ ノナ リ.

第2項　 物 理 的 測 定 法

物 理 的 光 ノ測 定 法 モ 亦視 器 ニ ヨ ラズ シテ,直 接

物 理 的 計 器 ニ ヨ リテ 光 ヲ,測 定 セ ン トス ル モ ノニ

シテ, ThermoelementトBolometer, Pirani及

ビLax86)ニ ヨルRadiomikrometer及 ビ 光 電 池

(Photoelektrische Zelle)等 ニ ヨル モ ノ コ レ ニ屬

ス.之 等 ノ中,光 電 池 ハ近 來 目覺 シキ發 達 ヲ遂 ゲ

タ リ.

光 電 池 ハ其 ノ陰 極 ニ光 ヲ ア テ ル時 ハ,陰 極 ヨ リ

光電 子 飛 ビ 出 シテ電 光 流 ヲ生 ズ.而 シテ コ ノ光 電

流 ノ強 サ ハ 照 度 ニ比 例 ス ル ヲ以 テ,コ ノ光電 流 ヲ

檢 電 機(Galvanometer)ニ テ 測 定 ス ル 事 ニ ヨ リ

テ,照 度 ヲ求 ム ル ヲ得 ベ シ.

光電 池 ニ關 シテ ハ既 ニ1914年Voege89)ニ ヨ リ

記載 サ レ タ リ.光 電 池 ノ光 電效 果(Lichtelektri
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sche Effekt)ハHalwachs90) (1888年)ニ ヨ リ發

見 サ レ タ リ.光 電 池 ノ光 ノ測 定 ニ使用 シ得 ル 樣 ニ

構 成 サ レ タル ハ, Elster及 ビGeitel91) (1919, 19

11年)以 後 ニ シ テ, P. P. Koch(1913年), C.

 Muller(1925年), Spiller86) (1927年)等 ニ ヨ リ

種 々 改良 器 ガ 作 ラ レ タ リ.最 近L. Marton及 ピ

E. Rostas92) (1922年), B. Lange93) (1930, 1931

年), R. Sewig94) (1930年), F. Schroter95) (1931

年)等 ノ光 電 池 ノ光 ノ測定 ニ於 ケル 應 用 及 ビ其 ノ

價 値 ニ就 キテ 研 究 報 告 セ ラ レ タ リ.

然 レ ドモ光 電 池 ノ缺 點 トスル ハ,長 時 間 ノ測 定

ニ堪 ヘザ ル コ ト,其 ノ耐 久 力等 ノ外 ニ最 モ重要 ナ

ル 感 度 ノ問題 ナ リ.即 チ光 電池 ノ各 波 長 ニ對 ス ル

感 度 ハ,眼 ノ感度 ニ 一致 セ ズ シテ 甚 ダ感 度 ノ鈍 キ

點 ナ リ トス.最 モ視 感度 ニ近 シ ト認 メ ラ レ タ ル

Caesium光 電 池94) 96)ニ テ モ 尚 ホ 視 感 度 ニ 全 ク一

致 ス ル 能 ズ.然 ル ニ 極 最 近 ニ至 リ, Siemens &

 Halskeヨ リ製 作 サ レ タルA-G Grosse Sperrschi

chtzelle及 ビKleine SperrschichtzelleハL.

 Bloch97) (1931年),及 ビA. Dresler98) (1932年)

ハ研 究 報告 ニヨ レバ.從 來 ノ光 電 池 ヨ リ其 ノ感 度

著 シ ク網 膜 ノ感 度 ニ接 近 シ,更 ニ1932年Nurn

bergノSuddeutschen Apparate-Gesellschaftヨ

リ所 謂Selen-Phot-Elementeト 稱 セ ラルSelen

voderwandsperrschichtzelle製 作 サ レ, A. Dre

sler99) (1932年)ノ 研 究 ニ ヨ レバ,其 ノ感 度 前 者 ヨ

リ一 層網 膜 ノ感 度 ニ一 致 ス ル事 知 ラ レ タ リ.コ ノ

Selenvoderwandsperrschichtzelleハ 斯 ク鋭 敏 ナ

ル コ ト,電 池 ニ當 ル光 束 ト發 生 ス ル光 電 流 トガ,

ヨ ク一 定 ノ比 例 ヲ保 有 ス ル コ ト,及 ビ長 時 間 ノ強

キ光 度 ノ測 定 ニ モ使 用 シ得 ラル コ ト等 ニ ヨ リ,光

ノ測 定 ニ 應 用 サ ル ベ キ ヲ 推 奨 サ レ, B. Dusch

 nitz100) (1933年)ノ 記載 ニ ヨ レバ, Firma Arthur

 Pfeiferニ ヨ リ此 電 池 ヲ以 テ 携帶 用 照 度 計 製 作 サ

レ, Galvanolux及 ピTaschenluxmeter(Talax)

ナル名稱 ノ元 ニ發賣 サ レタ リ.コ ノ種 ノ測定器 ノ

異色 光 ノ測定ニ於 ケル應用 ハ今後多大 ノ興味アル

モ ノナ ラン.

第3節　 照明装置及ビ光ノ測定 ニ就 キ

注意 スベキ事項ニ就テ

A.照 明ノ眼 ノ機能ニ關スル實驗ニオケル

照明装置ニ就テ,次 ノ諸事項 ニ注意 セザルベ

カ ラズ6) 7) 101).

1)電 燈 ノ光 度,實 驗 ニ用 フル 電 燈 ノ燭 光

ハ豫 メ測 定 スベ ク,必 ズ特 定 方 向 ノ光度 ヲ測

定 シ,常 ニ 其 ノ方 向 ノ ミニ於 テ使 用 スベ ク,

電 球 ハ1000時 間 ニ 付約10%其 ノ 光 度 ヲ 減

ズ ル モ ノナ リ.

2)電 壓 ノ調 整　 電 壓1%變 動 ス レバ,光

度 ハ約3.5%變 化 ス.光 度 ノ變 化 ヲ1%以 内

ニ保 ツニ ハ,電 壓 ハ0.3%以 上 變 化 セザ ル ヲ

要 ス.

3)視 標 面 ノ照 明 ヲ變 化 スル 方法 ニ於 テ,

光 源 ノ距 離 ヲ變 化 セ シム ル方 法 ハ,光 色 ニ變

化 ナ キ長 所 アル モ,光 線 ノ被 照 面 ニ對 ス ル角

度 ノ影 響 ヲ考 ヘ ザル ベ カ ラズ.電 壓 ヲ變 化 ス

ル方 法 ハ,被 照範 圍 ヲ變 ヘ ザ ル 點有 利 ナ ル モ,

光 色 ノ變 化 ヲ來 ス.

4)照 度 ト光 密 度　 兩 者 ハ ナル ベ ク比 例 ス

ル ガ 如 キ状 態 ニ ア ラ シム ル爲 ニ ハ, a)被 照

面 ハ完全 擴 散 反射 性 ノ吸 取紙 ノ如 キモ ノ ヲ使

用 スル コ ト, b)被 照 面 ハ實 驗 中汚 レヌ樣 ニ

ナ ス コ ト, c) aノ 場合 ノ 條 件 ノ満 サ レヌ場

合 ハ,光 ノ投 射 角 ヲ變 化 セ ヌ コ ト. d)被 照

面 ノ 白若 ク ハ灰 色 ナ ラザ ル 場合 ハ電 壓 ハ餘 リ

變 ヘ ザ ル コ ト.

5)投 射角 ト光密度 トノ關係　光 ノ方向ヲ
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變ズル時ハ照度 ト光密度 トノ關係ニ差違ヲ來

ス.而 シテ之誤差ハ計算上求メラレザルモノ

ナ リ.

B.光 ノ測定ニ於ケル注意事項及 ビ余 ノ採

用方法

光ノ測定ニ當 リ,其 ノ測定誤差ヲ可及的僅

少ナラシメ,且 測定ヲ迅速容易ナラシムル爲

ニハ,次 ノ事項ヲ考慮セザルベカラズ.

1)測 定者 ハ正常眼特ニ色神異常ナキヲ要

ス.

2)測 定時 ノ眼 ノ調 應 状 態,疲 勞等 ニ注 意

セザ ルベ カ ラズ.

3) purkinje氏 現 象 ニ留 意 スル コ ト.

4)熟 練　 光 ノ測 定 ニ ハ一 定 ノ熟 練 ヲ必 要

トス,之 ニ ヨ リテ測 定誤 差 ハ減 少 シ,測 定 モ

容易 トナ ル.

5)讀 ミ取 リノ囘數 及 ビ讀 ミ取 リ法　 余 ハ

1ツ ノ測 定 ニ於 テ, 5囘 以上 普通6囘 ノ 讀 ミ

ヲ取 リテ平均 セ リ.コ ノ場合 讀 ミ取 リハ,ア

リノ マ マノ値 ヲ正 直 ニ 採 ラ ザ ル ベ カ ラ ズ.

動 モ ス レバ, 2囘 目 ノ讀 ミヲ 最 初 ノ讀 ミニ近

ヅ ケル傾 向 ア リ.コ レニテ ハ平 均 ヲ採 ル事 無

意味 トナル ベ ク,愼 マザ ル ベ カ ラズ.交 照 光

度 計 ニ テ ハ,兩 光源 ノ投 射 スル角 稜 ノ兩 面 ノ

僅 少 ナル相 違 ニ ヨル影 響 ヲ防 グ タ メ,光 度 計

ノ軸 ヲ180度 廻 轉 シ, 2箇 處 ニ テ6囘 ヅ ツ計

12囘 測定 ノ平 均 値 ヲ採 用 セ リ.

余 ノ採 用 セ ル照 明測 定 形 式 ハ次 ノ如 シ.

標 準 器 トシテ ハ, Hefner燈 ヲ採 用 シ,尚 ホ

標 準 白熱電 球 ト シ テ, 1HK及 ビ10HKノ

Osram電 球 ヲ設 ヘ, Hefner燈 ニ ヨ リテ時 々

補 正 シ,電 球 ノVolt及 ビAmpereヲ 決定 シ

置 キ,必 要 ニ應 ジテ使 用 セ リ.先 照 明測 定 ニ

アタ リ, Bechsteinノ 交 照 光 度 計 ニ テ.光 源

ノ一 定 方 向 ニオ ケル 光度 ヲ測 定 シ.次 デ其 ノ

光 源 ニ ヨル 被 照 面 ノ照度 ヲWeberノ 光 度 計

ニ テ測 定 シ,前 者 ノ照度 ニ換 算 セル値 ト比 較

セ リ.場 合 ニ ヨ リテ ハBecheteinノ 交 照 光 度

計 ニ ヨル光 度 ノ値 トWeberノ 光 度 計 ニ ヨル

光 度 ノ値 ヲ比較 セ リ.

第6章　 晝光色電燈照明及 ビ晝光照明

ニ於ケル各種光度計照度計ノ

比較測定竝ニWeberノ 光度

計ニ於ケル黄色硝子板 ノ應用

ニ就テ

第1節　 實驗 ノ目的

光度及ビ照度ノ測定ニ最モ信頼スベキBe

chsteinノ 交照光度計及 ビWeberノ 光度計

ノ併用ニヨルニ,人 工照明ニオケル測定ニ何

等故障ヲ感セザルモノナルガ,吾 人ハ晝光照

明ノ測定ニ直面スル トキハ,種 々ノ困難ナル

事實ニ遭遇スルナ リ.晝 光ニヨル照明ハ先天

候,太 陽 ノ天空ニ於ケル位置,空 氣 ノ性状,

塵埃等ニヨリ影響サ レ,其 ノ變動ハ時 々刻 々

千變萬化ナリ.之 等變動 ニ就テハ既ニ多クノ

人々52) 99) 102)ニヨリ研究業績發表サ レタリ.斯

變動著明ナル晝光照明ノ眼衛生學的研究ニア

タリ,如何ニ正確ナル方法ニテ,其 ノ瞬間値ヲ

測定スル ト雖モ,實 驗結果ニ對スル其ノ照度

ハ無意義 ノモノ ト云 フベキナリ.然 レドモ未

ダ完全ナル吾人ノ網膜ノ感度ニ一致スベキ客

觀的光ノ測定法 ノ得 ラレザル以上,吾 人ハ可

能範圍内ニ於テ,可 及的變動著明ナラザル天

候,天 空光ノ方位,時 間的關係等ヲ考慮 シ,

照度ノ瞬間値 ヲ極 メテ迅速 ニ且正確 ニ測定
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シ,一 實 驗 中 ニ於 ケル 變 動 ノ顯 著 ナ ラザ リシ

コ トヲ證 シ得 ル時 ハ,其 ノ晝 光 照 明 ニ對 スル

實驗 成績 モ亦 或程 度 迄 有 意義 ト認 メ テ可 ナ ル

ベ シ.コ ノ立 脚 點 ノ下 ニ余 ハWeberノ 光度

計 ノ赤 色,緑 色硝 子板 使 用 ニ ヨル二 重 測 定 法

(以 後單 ニR-G測 定 法 ト認 載 ス)ヨ リモ 更 ニ

簡 單 ニ シテ急 速 ニ測 定 セ ラル ル方 法 ナ キ ヤ,

又該 光 度 計 ヨ リモ携 帶 便 ニ シテ,測 定 迅 速 ナ

ル簡 易 照 度 計 ノ内 コノ 目的 ニ適 當 シ且 正 確 ナ

ル値 ヲ示 ス モ ノナ キ ヤ.ヲ 考 究 セ ン ト欲 シ,先

Luxmeter,呎 燭 計 及 ビ勞 研 照度 計 ヲ 晝 光色

電 燈 照 明 及 ビ晝 光照 明 ニオ イ テ, Weberノ 光

度 計 ト比 較 測 定 シ,次 デWeberノ 光 度 計 ニ

オ ケ ル黄 色 硝 子板 ノ應 用價 値 ヲ,該 光度 計 ノ

R-G測 定 法 及 ビBechsteinノ 交 照 光 度 計 ト

比 較 測 定 シ,最 後 ニ黄 色硝 子 板 使 用測 定 法 ト

Luxmeterト ノ比 較 ヲナ シ,以 テ晝 光照 明 ノ

測 定 ニ採 用 セ ン ト企 テタ リ.

第2節　 實 驗 方 法

晝光色 電燈照 明 ニ於 ケル光度及 ビ照度測定ハ當

教室暗室内 ニテ施行 シ,照 明用光源 トシテ,松 田

瓦斯入晝光色電 球60W 100V, 40W 100V, 30

W 100Vノ3種 ヲ使用 シ,外 壁 ヲ黒 ク塗 リタル

有窓暗箱 中 ニ入 レテ測定 セ リ.實 際與 ヘタル電壓

ハ, 60W:90Volt, 60W:80Volt, 40W:90Volt,

 30W:90Voltナ リキ. 60W:90Voltノ 場 合 ノ ミ

暗箱 ノ窓 ハ他 ヨ リ大 ナ リキ.照 度 測 定 ハ 光 源 ヨ リ

1mノ 距 離 ニ於 ケル被 照 面 ニ於 テ セ リ.

Bechsteinノ 交照 光 度計 ニテ ハ,標 準燈 トシテ

Osram電 球 ヲ使用 シ,其 ノ光 度 ハ 余 ノ使 用 セ シ電

流 計 及 ビ電 壓 計 ニ テ, 1Ampere 2.3Voltニ 於 テ

1.1HKナ リキ.

晝 光照 明 ノ測定 ニ於 テハ,可 及的其 ノ變 動 ヲ少

カラシムル タメニ色 々考慮セ リ.即 チ採光窓 ハ北

側 ヲ選 ビ照度 ノ 變動少 キ北 方位 ノ天空光 ヲ 採用

シ,天 候ハ影響 スベキ雲 ナキ快晴時 ヲ選 ビ,特 ニ

之 ト比較對照 ノ目的 ヲ以テ,雲 アル晴天時或ハ一

樣 ニ被 レタル曇天時等 ヲ採用 セ リ.風 及 ビ塵埃等

ノ影響 モ考慮 シ,風 餘 リナキ日ヲ撰擇 セ リ.煤 煙

ノ如 キハ,工 場地帶 ニアラザ ル當岡山市 ノ余 ノ測

定所 ニテハ,餘 リ影響 ヲ見ザ ルモ ノ ト思惟 ス.又

コノ種 ノ晝光照 明 ノ測定 ニハ熟練 ノ影響甚大 ナル

モ ノナルガ,余 ハ數 ケ月 ニ亙 ル數十囘 ノ測定練習

ニヨ リ可成熟練 シ得 タル ト自覺 ス.照 度ハ垂 直照

度 ヲ測定 セ リ.

次 ニBechsteinノ 交照光度計及 ビWeberノ 光

度計 ニヨル光度及 ビ照度 ノ計算 法 ノ1例 ヲ示 セバ

次 ノ如 シ.

1.晝 光色電燈(40W:90Volt)ノ 光度 ヲBe

chsteinノ 交照光度計 ニテ測定 セル例,

光度 計 ニテ6囘 ノ讀 ミヲ取 リ,次 デ180度 廻轉 セ

ル反 對側 ニ於 ケル6囘 ノ讀 ミヲ採用 ス.

即 チ

208.5

 207.5

 207.8

 207.2

 208.5
 207.5

 205.8
 207.1
 207.2
 205.5
 208.5
 208.5/

平 均207.6

J2=J1
 R2/

γ2

ナ ル式 ヨ リ

J2=1.1
 207.62/

42.42
=26.37HK

ナ リ.該 電 燈 ノ光 度26.37HKハ 又 其 ノ方 向 ニ於

テ, 1mノ 距 離 ニ於 ケル 面 ニ26.37HLxノ 照 度 ヲ

與 ヘ ル ベ キ ナ リ.故 ニ他 ノ光 度 計 及 ビ照 度 計 ニテ

モ常 ニ,光 源 ヨ リ1mハ 距 離 ニ於 ケ ル面 ノ照 度 ヲ

測 定 シ,以 テ交 照 光 度 計 ノ値 ト比 較 セ リ.

2.同 電燈 ヨ リ1mノ 距 離 ニ於 ケ ル面 ノ照 度 ヲ

Weberノ 光 度 計 ノR-G測 定 法 ニ ヨル 例.

赤 色 硝 子 板 ニ テ測 定 セ ル照 度Rハ,
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6囘 測定 ノ讀 ミ(γ)

18.4

 19.3

 18.6

 19.2

 19.1 

19.0/

平 均18.9

R=C2
 1002/

γ2

=0.6445  10000/

18.92
=18.04HLx

緑色硝子板ニテ測定 セル照度Gハ

6囘 測定 ノ讀 ミ(γ)

14.3

 14.5

 14.3

 14.4

 14.3
 14.4/

平 均14.4

G=C2
 1002

/γ2

=0.6445
 10000/

14.42
=31.08HLx

故 ニG/R=31.08/18.04=1.72ナ リ.コ ノG/R=

1.72ナ ル値 ニ 對 ス係 數Kハ 説 明書 ニ 與 ヘ タル表

ヨ リ求 ム ル トキハK=1.468ナ リ.故 ニ求 ム ル照

度E=K. R=1.468×18.04=26.48HLxナ リ.

Luxmeter及 ビ勞 研 照 度 計 ニ テ モ可 久 的6囘 平

均 値 ヲ採 用 セ リ.呎 燭計 ニテ ハ其 ノ性 質 上1囘 測

定 値 ヲ以 テ 決定 セ リ.

第3節　 實驗成績

第1項　 晝 光 色 電 燈 照 明 ニ於 ケルBech

steinノ 交 照光 度 計 ニ ヨ ル 値 ト

Weberノ 光度 計 ノR-G測 定 法

及 ビ普 通 測 定 法 ニ ヨル値 トノ比

較

晝 光 色電 燈 照 明 ニ於 テBechsteinノ 交 照 光

度 計 ノ如 キ直 接 比 較 ニ ヨ リテ得 タ ル 光度 ヨ リ

換 算 セル照 度 トWeberノ 光度 計 ニ ヨル 照度

トヲ比 較 スル ニ第4表 ニ テ示 セル ガ如 シ.

第4表　 晝 光 色電 燈 照 明 ニ於 ケ ルBechsteinノ 交 照 光 度 計 トWeberノ

光 度 計 トノ比 較測 定

即 チ交 照 光度 計 ニ ヨル値 トWeberノ 光 度

計 ノR-G測 定 法 ニ ヨ ル 値 トノ 差 ハ,最 小

0.42%最 大5.24%ナ リ.又Weberノ 光 度 計

ノ「ベ ンヂ ン」燈 ト晝 光 色電 燈 ノ色 差 ニ テ ハ又

普 通 ノ方 法 即 チ接 眼 部 ニ何 等着 色 濾 光 板 ヲ使

用 セズ シテ測 定 スル ハ,少 シク熟 練ス ル時 ハ

可能 ナ リ.コ ノ場合 ト交照 光 度 計 ニ ヨル 測 定

値 ノ差 ハ最 小0.84%最 大4.42%ヲ 示 ス ヲ認

ム ベ シ.

斯交照光度計 トWeber度 計ノ場合ニ明

ニ其ノ測定値ニ差異 ヲ見 タルモ,其 ノ平均

3%以 下ナルヲ 認ムベク,且Weberノ 測定

値ノ方少 シク小ナル場合多キ結果ヲ得タリ,
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第2項　 晝 光 色電 燈 照 明 ニ於 ケ ルWeber

ノ光度 計 ノ照 度 測 定 値 ト各 照 度

計Luxmeter,呎 燭 計,勞 研 照

度 計 ノ測 定値 トノ比 較

Weberノ 光 度 計 ハ 第5章 ニ テ モ 述 ベ タル

ガ如 ク,單 色 光 ノ測 定 ニハ不 適 當 ナ ル モ,晝

光 色 電 燈 及 ビ晝 光 照 明 ノ測 定 ニ ハ,衛 生 學 的

ニ正 確 ナ ル モ ノ トサ レ,又 前 項 ノ成 績 ニ ヨ リ

テ モ, Bechsteinノ 交 照 光 度 計 トノ差3%以

下 ナ ル ヲ知 リ得 タ リ.コ レハ衛 生 學 的研 究 ニ

テ ハ許 サ ル ベ キ 範 圍 ノ モ ノナ リ. W. Voege

モ彼 ノ新 携 帶 用 照 度 計 ノ 檢 定 ニ ハWeberノ

光 度 計 ヲ以 テ標 準 トセル例 モ アル ヲ以 テ,茲

ニ種 々ナ ル携 帶 用照 度 計 ノ正 確 度 ヲ知 ルタ メ

ニ,該 器 ヲ以 テ比 較檢 定 セ ン トス.

元 來携 帶 用照 度計Luxmeter,呎 燭 計,勞

研 照 度 計 ノ如 キ モ ノ ハ,實 用 的 ニ取 扱 ヒ至便

ニ シテ,測 定 容 易 ナ ラ シム ル ヲ第1條 件 トシ

テ製 作 サ レタ ル モ ノナ ル ヲ以 テ, Weberノ 光

度 計 ノ如 キ正確 ヲ 目的 トスル モ ノ ニ比 シテ,

 5-15%ノ 差 ハ免 レザ ル所 以 ノ モ ノナ ル ガ,

之 等 照 度 計 中 何 レガ,其 ノ 測 定値Weber

ノ光 度 計 ニ接 近 セ ル ヤ否 ヤ ヲ 知 ラ ン ト欲 シ

テ,次 ノ比 較 測 定 ヲナ セ リ.即 チ種 々ナ ル晝

光 色 電 球 ノ一定 電 壓 ニ於 テ, 1mノ 距 離 ニ於

ケ ル照 度 ヲ,コ ノ3個 ノ携 帶 用照 度 計 ニ テ測

定 シ, Weberノ 光度 計 ノR-G測 定 法 ニ ヨ ラ

ザ ル普 通 方 法 及 ビR-G測 定法 ニ ヨ リテ測 定

シタ ル値 ト比 較 シ,其 ノ結 果 ヲ第5表 及 ビ第

6表 ニ テ示 セ リ.

第5表　 晝光色電燈照明ニ於ケルWeberノ 光度計ノ普通測定法ニヨル照度

測定値 トLuxmeter,呎 燭計,勞 研照度計ノ測定値 トノ比較

第6表　 晝光色電燈照明ニ於ケルWeberノ 光度計ノR-G測 定法ニヨル照度

測定値 トLuxmeter,呎 燭計,勞 研照度計ノ測定値 トノ比較
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第5表 ヲ見 ル ニ, Weberノ 光 度 計 トLux

meterノ 測 定 値 ノ差 ハ,最 小0.11%,最 大

2.91%ヲ 示 シ, Weberノ 光 度 計 ト呎 燭 計 ノ

差 ニテ ハ,最 小0.32%,最 大9.19%ヲ 示 シ,

 Weberノ 光度 計 ト勞研 照 度 計 ノ差 ニ テ ハ,

(勞 研 照 度 計 ノ 測定 値 ニテLuxトHLxノ2

ツ ヲ以 テ示 セ ル ハ, Luxハ 該 照 度 計 ヨリ直 接

得 タ ル値 ニ シテ,コ レハ恐 ラ ク萬 國燭 ノLux

ナル ベ シ ト思 惟 シ,別 ニ之 ニ1.11ヲ 乘 シHLx

ニ換 算 セ リ)Luxノ 値 ニテ,最 小16.2%,最

大29.98%ヲ 示 シ, Hefnerlux(HLx)ノ 値

ニテ ハ,最 小6.98%,最 大22.28%ヲ 示 シ,

明 カ ニLuxmeterノ 測 定値 最 モ ヨクWeber

ノ光 度 計 ノ値 ニ接 近 セル ヲ認 メ得 ベ シ.次 デ

第6表 ニ於 テ モ,類 似 ノ 成績 ヲ 示 シ, Lux

meterニ テ,最 小0.01%,最 大0.19%呎 燭

計 ニ テ,最 小0.45%,最 大9.37%勞 研 照度

計 ニテ ハ, Luxノ 値 ニ テ,最 小18.68%,最

大29.89% Hefnerluxノ 値 ニ テ,最 小9.73%

最大22.78ヲ 示 シ,依 然 トシテLuxmeter

ノ値Weberノ 光度 計 ニ ヨク一致 セル ヲ認 メ

得 タ リ.

斯Luxmeterノ 晝 光 色 電 燈 照 明 ニ於 テ,其

ノ測 定値 ノ極 テWeberノ 光 度 計 ノ値 ニ 一致

シ,其 ノ差2%ヲ 越 ヘ ザ ル ヲ見 タ ル ハ,兩 器 ト

モ,製 作 工 場 ヲ同 ジク シ,且 標 準 燈 ノ單 位 モ

Hefner燭 ヲ 基 準 トセル モ ノ ニ シテ,兩 者 ノ

一個 人 ノ測 定 値 ニ於 テ ヨ リ ヨク一致 スル ハ當

然 ナ リ ト云 フベ シ.

呎燭 計 ニ テ ハ, Weberノ 光度 計 ニ對 シ,一

般 ニ 其 ノ差6%以 上 ヲ示 セル ハ,該 照度 計 ハ

既述 ノ如 ク晝 光 色 電 燈 照 明 ニ於 テ,他 ノ正確

ナ ル照 度 計 ニ對 ス ル差 大 ナ ル ハ知 ラ レタ ル事

實 ニ シテ怪 トスル ニ足 ラズ,勞 研 照 度 計 ニ テ

ハ, Weberノ 光 度 計 トノ差 最 モ大 ニ シテ,且

常 ニ僅 小 ナ ル値 ヲ示 ス ヲ見 タ リ.該 器 ノ測 定

値 ニ就 キ テハ特 ニ興 味 アル ヲ以 テ後 述 ス ル コ

トアル ベ シ.

第3項　 晝 光照 明 ニ於 ケ ルWeberノ

光 度 計 ノ照 度 測 定 値 ト各 照

度 計Luxmeter,呎 燭 計,勞

研 照 度 計 ノ測 定値 トノ比 較

晝 光 照 明 ニ於 ケルWeberノ 光 度 計 ノ照 度

測 定値 トLuxmeter,呎 燭 計,勞 研 照 度 計 ノ測

定 値 トヲ比 較 シタ ル ニ第7表 ニ示 ス ガ如 シ.

Weberノ 光 度 計 ニ テ ハ,有 色硝 子 板 ヲ 使

用 セザ ル普 通 方 法 ニ テハ,該 器 ノ「ベ ンヂ ン」

燈 ト晝 光 ノ色 差 甚 シク,其 ノ比 較 困難 ナ ル ヲ

以 テ, R-G測 定 法 ニ ヨ リタ ル ハ勿論 ナ リ.

今晴 天 時 特 ニ窗 外 ニ於 ケル 天 空 ニ,影 響 ス

ベ キ雲 ノ無 キ快 晴 時 ヲ選 ビテ測 定 シタ ル各 種

携 帶 用照 度 計 ノ 測 定 値 各 々12例 ニ 就 キ テ

Weberノ 光 度 計 ノ値 ニ 對 ス ル差 ヲ見 ル ニ,

 Luxmeterニ テ ハ,最 小0.27%,最 大14.38%

ヲ示 シ,呎 燭 計 ニテ ハ,最 小-41.53%,最 大

-57 .07%ヲ 示 シ,勞 研 照 度 計 ニ テ ハ, Lux

ノ値 ニ テ,最 小-41.78%,最 大-53.22%

 Hefnerluxノ 値 ニ テ,最 小-34.84%,最 大

-48 .08%ヲ 示 シタ リ.又, Luxmeterニ テ

ハ, 200HLx以 下 ノ照 度 ニ テ, 3-5%ヲ 出 デ

ズ シテWeberノ 光 度 計 ニ ヨ ク一致 ス ル ヲ見

ル ベ ク, 300-500HLxニ テハ, 12-14%ヲ

示 セ リ. Luxmeterハ 元來500HLx以 上 ハ測

定 シ得 ザ ル モノ ニ シ テ,コ ノ 測 定 成績 ニ テ

ハ, 300HLx特 ニ200HLx以 下 ニテ ハ
,ヨ
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第7表　 晝光照明ニ於ケルWeberノ 光度計 ト各携帶用照度計Luxmeter

呎燭計,勞 研照度計 トノ比較測定

クWeberノ 光度 計 ノ値 ニ ヨク 一致 ス ル ヲ認

メ得 ベ シ,影 響 スベ キ雲 アル晴 天 及 ビ曇 天 時

ノ測 定 成績 ヲ見 ル ニ,一 般 ニ各 照 度 計 ニ於 テ,

 Weberノ 光 度 計 ニ對 スル差 ハ大 トナ リ,晝 光

ノ變 動 ノ影 響 ヲ明 ニ推 測 シ得 ベ ク,茲 ニ於 テ

モ尚 ホ且Luxmeterノ 値 ハ,他 ニ比 シテWe

berノ 光度 計 ノ値 ニ接 近 セル ヲ見 ルベ シ.

呎 燭 計 及 ビ 勞研 照 度 計 ニ テハWeberノ 光

度 計 ノ値 トノ 差 甚 シク,快 晴 時 測 定12例 ノ

平 均値 ニ 於 テ,前 者 ハ-48.39%,後 者 ノLux

ノ値 ニテ ハ-47.77%, Hefnerluxノ 値 ニ テ,

 -41.91%ヲ 示 シ,共 ニ 例 外 ナ クWeberノ

光 度 計 ノ値 ヨ リ著 シク僅 少 ナ ル ヲ認 ムベ ク,

然 モ12例 ニ於 テ,兩 照 度 計 ノ 値 ヲ 見 ル ニ,

大 體 近 似 セル%ヲ 示 セル ハ 興 味 ア ルベ ク,

 Luxmeterノ200HLx以 上 ニ テ 急 ニ%ノ 増

加 セ ル ト其 ノ關 係 ヲ異 ニ スル ヲ認 ム ベ シ.

次 ニ勞 研 照 度 計 ニ 於 テ,快 晴 時 ニ 於 ケ ル

Weberノ 光 度 計 ノ 赤 色硝 子 ノ ミニ テ測 定 セ

ル値 即 チ係 數Kヲ 乘 ゼ ザル 赤 色 光 線 ニ對 スル

値(R)ト 比 較 ヲ 第8表 及 ビ第9表 ニ テ示 セ

リ.

第8表 ニ 於 テ, Weberノ 光度 計 ニ テ 赤 色

硝 子 板 ニ テ測 定 セ ル所 謂 赤 色 光 線 ニ對 スル 値
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第8表　 晝光照明ニ於ケル場合

第9表　 晝光色電燈照明ニ於ケル場合

(R)ト 勞 研 照 度 計 ノLuxノ 値 ト ノ 差 ヲ見 ル

ニ最 小-0.81%,最 大+20.15%, Hefnerlux

ノ値 ニテ ハ,最 小-1.36%,最 大+33.38%

ヲ示 シ, Luxノ 値 ニ於 ケル 差 ノ方 少 キ ヲ見,

一 般 ニ12%以 下 ナ ル モ ノ 多 ク
,第7表 ノ

Weberノ 全照 度 ニ 對 スル 差 ノ如 キ 比 ニ ア ラ

ザ ル ヲ知 ル ベ シ.更 ニ前 項 ニ於 ケ ル第6表 ニ

於 テ晝 光 色 電燈 照 明 ニ 於 ケ ルWeberノ 光 度

トノ比 較 成 績 ヨ リ, Weberノ 光 度 計 ノ 赤 色

光 線 ニ對 スル値(R)ト ノ差 ヲ第9表 ニ就 キテ

見 ル ニ,其 ノ差 更 ニ僅 少 ニ シテ, Luxノ 値 ニ

テ,最 小-2.68%,最 大+5.32% Hefnerlux

ノ値 ニ ナ,最 小+5.21%,最 大+16.89%ヲ

示 シ,晝 光 色電 燈 照 明 ニ於 テモ 大體 勞研 照度

計 ノ値 ハ, Weberノ 光 度 計 ノ赤 色 光 ニ對 スル

値 ニ ヨク接 近 シ,特 ニLuxノ 値 ノ方著 シ キヲ

認 メ得 ベ シ.コ ノ事 實 ハ後 述 ス ルガ 如 ク該 照

度 計 ノ批 判 ニ興 味 深 キ點 トス.

第4項　 Weberノ 光 度 計 ノ晝 光 照 明

測 定 ニ於 ケル 黄色 硝 子板 ノ

應 用 ニ就 テ

以 上 ノ實 驗 ニ ヨ リテ, Luxmeterハ 他 ノ携

帶 用 照度 計 ニ比 シテ最 モWeberノ 光 度 計 ニ

一致 シ
,且 其 ノ差 比 較 的 僅 少 ナ ル ヲ認 メ得,

尚 ホWeber光 度 計 ヲ標 準 トシテ,照 度 測 定

ニ熟 練 シ,其 ノ差 ヲ益 々僅 少 ナ ラ シム ル時 ハ,

 Weberノ 光 度 計 ニ比 シ甚 ダ 簡 便 ナ ル ヲ以 テ,

晝 光 照 明 ニ於 ル眼 衛 生學 的研 究 ニ採 用 シテ,

至 便 ナ ル ハ推測 スル ニ難 カ ラズ.

然 ル ニ晝 光 照 明測 定 ニ際 シテ, Weberノ 光

度 計 ノR-G測 定 法 ハ 如 何 ニ 熟 練 スル モ尚 ホ

可 成 時 間 ヲ要 ス ル ヲ以 テ,極 テ變 動 シ易 キ晝

光 照 明 ニ於 テ,之 ヨ リ僅 少 ナル短 時 間 ニテ且

正確 ニ測 定 シ得 ル方 法 ナ キ ヤ ノ 問 題起 リ來

ル.

今若 シR-G測 定 法 ヨ リモ 迅 速 ニ 測 定 シ得

ベ キ方 法 ア ラバ , Luxmeterト ノ併 用 更 ニ好

都 合 トナ リ,晝 光照 明測 定 ニ益 々正 確 ヲ期 待

シ得 ラル ル ハ必 然 ナ リ.

L. WeberノB-G測 定 法 即 チ 同 一視 力 ニ
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基 ク方 法 ハ 既 ニ第5章 ニ テ述 ベタ ル ガ 如 ク,

晝 光 ト該光 度 計 ノ 比 較 燈 ト ノ比 較 容 易 ニ シ

テ,且 眼 ヲ以 テ評 價 スル主 觀 的 測 定 法 ニ於 テ

ハ, Korffpetersen等 ニ ヨ リ衛 生 學 的 研 究 ニ

テ合 理 的 ニ シテ 適 當 ナ ル モノ トサ レ,一 般 ニ

使 用 サ レ來 リ シモ ノ ナ ル ガ,一 面 ニ 於 テ,

 Ruzickaノ 言 ヘル ガ如 ク,吾 人 ノ視 器 ニ最 モ

強 ク照 輝 ス ル黄 色 光 線 ヲ顧 慮 セザ ル モ ノナ リ

トノ非 難 ナ キ ニ ア ラ ズ.

今晝 光 トWeberノ 光 度 計 ノ比 較 「ベ ンヂ

ン燈 」 トノ比 較 ニ ア タ リ,赤 色硝 子板 ノ如 キ

有 色 濾 光 板 ヲ接 眼 部 ニ置 キテ測 定 スル時 ハ,

兩 光 ノ光 度 計 視 野 ニ於 ル色差 ヲ減 少 セ シ メ比

較 ハ極 メテ容 易 トナ ル,サ レ ドコ ノ測 定 ノ ミ

ニ テ ハ,求 ムル全 照 度 ヲ與 ヘ ザ ル ナ リ.即 チ

晝 光 ハ「ベ ン ヂ ン」燈 ノ焔 ニ比 シテ赤 色 部 僅 少

ナ ル ヲ以 テ,全 照 度 ヨ リモ小 ナ ル値 ヲ示 ス ベ

シ.斯 ル赤 色 硝 子 板 ニ ヨル僅 少値 ハ又 一面 ニ

ハ,吾 人 ノ視 器 ニ對 ス ル感度 ハ赤 色部 ニ於 テ

最 モ鈍 キ モノ ナル ヲ以 テ,換 言 シテ兩光 源 ノ

側 ヨ リ云 ヘ バ,全 照 度 ニ比 シテ,照 度 甚 ダ弱

キ赤 色部 ニ於 テ ノ ミ,晝 光 ト「ベ ンヂ ン」燈 ノ

焔 ヲ比 較 スル コ トニ ナ ル ベ シ.即 チ兩光 ノ僅

小 ナ ル照 度 ノ比 較 ヲ以 テ,ソ レニ比 シ極 テ大

ナ ル全 照 度 ノ比 較 ヲ表 徴 セ ン トス ル コ ト トナ

リテ,測 定誤 差 モ大 トナ ルベ キナ リ.今 若 シ

江 田 氏 ノ勞研 照 度 計 ニ應 用 セ ン ト欲 シタ ル.

黄 色硝 子 ヲ透 過 セ シメ テ,兩 光 源 ヲ比 較 ス ル

時 ハ,黄 色 光 線 ハ吾 人 ノ視 器 ニ對 ス ル感度 最

モ 強 キ部 分 ナ ル ヲ以 テ,晝 光 ト「ベ ンヂ ン」燈

ノ焔 ノ最 モ 明 キ部 分 ノ比 較 トナ ル ベ ク,其 ノ

全 照度 ノ比 較 ニ對 ス ル誤 差 ハ極 テ僅 小 トナ ル

理 ナ リ.

黄色硝子板 ヲ光度計 ノ接眼部ニ置 キテ比較

スルハ,赤 色硝子板 ヲ使用スル場合 ヨリモ特

ニ初學者 ニ對 シテ困難ナルモノナ リ.江 田氏

モコノ點ニ留意 シタルモノノ如ク,勞 研照度

計ハ依然赤色硝子板 ヲ使用シテ,一 般實用的

使 用 ニ便 ナ ラ シム ヲ第1條 件 トシテ製 作 販 賣

サ ル.

然 レ ドモ 黄 色硝 子 ノ稍 々濃 厚 ナ ル モ ノ ヲ用

ヒ,可 及 的熟 練 ヲナ ス時 ハ,比 較 又 難 事 ニ ア

ラズ.余 ハ コノ 點 ニ 留 意 シテZeiss製 波 長

517-720mμ ナ ル 黄 色 硝 子板 ヲWeberノ 光

度 計 ノ接 眼部 ニ置 キ,晝 光 照 明 ノ測 定 ニ應 用

セ ン ト欲 シ,其 ノ正確 度 ヲ決 定 ス ル タ メニ,

先 晝 光 色 電 燈 照 明,次 デ 晝 光 照 明 ニ 於 テ,

 Bechsteinノ 交 照 光 度 計, R-G測 定法 及 ビ

Luxmeterト 比 較 セ リ.

1.晝 光色電燈照明ニ於ケルBechstein

ノ交照光度計及ビWeberノ 光度計

ノR-G測 定法 ト黄色硝子板 使用測

定 トノ比較

第10表　 晝光色電燈照明ニ於ケル

交照光度計 トWeberノ

光度計 ノ黄色硝子板使用

測定 トノ比較
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第11表　 晝光色電燈照明ニ於ケル

Weberノ 光度計 ノR-G

測定法 ト黄色硝子板使用

測定法 トノ比較

晝 光 色 電 燈 照 明 ニ於 テ. Bechsteinノ 交照

光度 計 トWeberノ 光度 計 ニ於 ケ ル 黄色 硝 子

板 使 用測 定 値 トヲ 比 較 セル ニ,第10表 ニテ

示 セル ガ如 ク,交 照光 度 計 ニ ヨ リテ得 タ ル照

度 ノ値 ニ對 ス ル 差 ハ,最 小+0.42%,最 大-

4.78%ヲ 示 セ リ.

次 デWeberノ 光 度 計 ノR-G測 定 法 ニ ヨル

値 トノ 比 較 ヲ第11表 ニ テ 示 シタ ル ニ.其 ノ

差 最 小0%,最 大-2.7%ナ ル ヲ 認 ムベ ク,

 Weberノ 光 度 計 ニ於 ケ ル 黄 色硝 子 板 ヲ使 用

シテ 測 定 セ ル 照 度 ノ値 ハ,交 照 光 度 計 及 ビ

Weberノ 光 度 計 ノR-G測 定法 ノ値 ニ ヨク一

致 ス ル ヲ認 メ得 ベ シ.

2.晝 光 照 明 ニ於 ケ ルWeberノ 光

度 計 ノR-G測 定 法 ト黄色 硝 子

板使 用 測 定 トノ比 較

晝 光 照 明 ニ於 ケルWeberノ 光度 計 ノR-G

測定 法 ト黄 色硝 子板 使 用測 定 法 トノ比 較 ヲ表

示 ス ル ニ,第12表 及 ビ第13表 ノ如 シ.

測 定 面 ノ照 度 ノ變 化 最 モ僅 少 ト認 メタ ル晴

天 時 ニ 測 定 セル14例 中,其 ノ差5%以 上 ヲ

第12表　 晝光照 明ニ於ケ ルWeber

ノ光度計 ノR-G測 定法 ト

黄色硝子板使用測定法 トノ

比較

第13表

示 セル ハ, 2例 ニ過 ギ ズ,他 ノ12例 ニテ ハ,

最 小0.08%,最 大2.63%ヲ 示 シ,一 般 ニ 兩
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者 ノ差 甚 ダ僅 少 ナ ル ヲ認 ムベ ク,黄 色硝 子板

使 用 ニ ヨル 照 度 測 定値 ノR-G測 定 法 ニ ヨル

値 ニ甚 ダ ヨク 一致 スル ヲ認 メ得 タ リ.對 照 ト

シテ,動 搖比 較 的 著 シ キ天 候 ニ於 ケ ル測 定 値

ノ比 較 成績 ヲ第13表 ニ ヲ見 ル ニ,天 空 ニ影 響

スベ キ雲 ノ存 在 セル時 ノ7例 及 ビ雲 ノ状 態 一

樣 ナ ラザ ル時 ノ3例 ニ於 テ 其 ノ差,最 小6.16

%,最 大17.28%ヲ 示 シ,天 空 ニ於 ケ ル 雲 一

樣 ニ シテ,測 定 照 度 ノ動 搖 前 ニ比 シテ尠 キ曇

天 時 ノ場 合 ニ テハ,其 ノ差5.07%, 2.8%ヲ

示 シ,漸 ク減 少 ヲ認 メ タ リ.

之 ヲ要 スル ニWeberノ 光 度 計 ニ於 ケル 黄

色 硝 子 板 使 用測 定値 ハ動 搖 甚 ダ尠 キ天 候 ニ於

テ測 定 スル時 ハ,甚 ダ ヨクR-G測 定 法 ニ ヨ

ル値 ニ一 致 シ,動 搖漸 次 増 大 ス ル天 候 ニ ヨ リ

テ影 響 サ ル コ トヲ推 察 シ得,且Weberノ 光

度 計 ニテ晝 光 照 明 ノ測 定 ニ アタ リ.黄 色 硝 子

板 ヲ使 用 スル 方 法 ハ, R-G測 定 法 ニ比 シテ,

敢 テ遜 色 ナ キ ヲ知 リ得 タ リ.

3.晝 光照 明 ニ於 ケルWeberノ 光

度 計 ノ黄 色硝 子 板 使 用 測 定 ト

Luxmeterノ 測 定 トノ比 較

Weberノ 光 度 計 ノ 黄 色 硝 子 板 使 用 測 定値

ハ,晝 光 色 電 燈 及 ビ晝 光照 明 ニ於 テ,實 際 ニ

應 用 シ得 ル正確 度 ヲ有 スル 事 以上 ノ成績 ニ ヨ

リテ明 白 ナ リ.サ レバ 晝 光 照 明 ニ於 ケル 該測

定 法 トLuxmeterト ノ比 較 ニ アタ リテ モ 亦

略 ボ300HLx以 下 ニ於 テハ 比 較 的 ヨ ク 相 一

致 ス ベ キ事 ハ當 然 ナ ル歸 着 トナ ス ベ キナ リ.

實 際 兩者 ノ比 較 ヲ第14表 及 ビ第15表 ニ テ示

セ ル實 測 結 果 ニ就 キ テ見 ル ニ,照 度 ノ變 化 最

モ僅 少 ト認 メ ラル 晴 天 時 ニ於 ケ ル12例 ノ測

第14表　 晝 光照 明 ニ於 ケ ルWeber

ノ光 度 計 ノ黄 色 硝 子 板 使

用測 定 トLuxmeterノ 測

定 トノ比 較

第15表

定 値 ニ 於 テ,兩 者 ノ 差,最 小0.08%,最 大

13.82%ヲ 示 シ,其 ノ 内365.57HLx, 261.23

HLxニ テ ハ, 12%以 上 ノ 差 ヲ 示 セ ル モ,

 258.8HLx以 下42.49HLxマ デ ノ10例 ニ テ

ハ,最 小0.08%,最 大6.23%ヲ 示 シ,一 般
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ニ兩 者 ノ値 ヨク一 致 スル ヲ認 メ得 ベ シ.

照 度 ノ變 動 比 較 的 著 シキ天 候時 ノ測 定 値 ヲ

第15表 ニ テ 見 ル ニ,兩 者 ノ差 ハ 漸 ク大 トナ

リ,影 響 スベ キ雲 ノ認 メ ラル 晴 天時 及 ビ雲 ノ

一樣 ナ ラザ ル曇 天 時 ノ測 定値 ニ テ,兩 者 ノ差

ノ

最 小1.19%,最 大19.19%, 200以 下HLxニ

テ,最 大12.62%ヲ 示 シ,天 空 ニ於 ケル雲 一

樣 ナ ル時 ノ 測 定値 ニ テ ハ, 5.9%, 6.25%ヲ

示 シ天候 ノ影 響 ヲ暗 示 セル ヲ認 メタ リ.

以 上 ノ成績 ヲ既 述 ハ第7表 ニ於 ケ ル, R-G

測 定 法 ニ ヨル値 トLuxmeterノ 値 トノ比 較 成

績 ト比較 スル ニ,測 定例 少數 ナル ア リテ,斷

言 ハ出來 ザ ル ヤ モ知 レザル モ,大 體 前 者 ニ於

ケ ル場 合 其 ノ差 多 少僅 少 ナ ル傾 向 ヲ示 セ ル ヲ

認 ムベ シ.コ ノ事 實 ハ黄 色硝 子 板 使 用測 定 法

ハR-G測 定 法 ニ比 シテ 測定 時 間著 シク短 縮

サ ル結 果 時 々刻 々變 化 セ ン トスル天 候 ノ影響

ノ輕 減 サ ル ヲ立 證 スル モ ノニ シテ,黄 色 硝 子

板 使 用 測 定 法 ノ ヨ リ ヨク 瞬間 値 ヲ現 スベ キ ヲ

示 ス モ ノナ リ.

第7章　 第6章 ノ總括 及 ビ考 按

1. Bechsteinノ 交 照 光度 計 ヲ以 テ種 々ナ

ル晝 光色 電 燈 ノ一 定 方 向 ニ於 ケ ル光 度 ヲ測 定

シ.コ ノ光 度 ヨ リ換 算 セル照 度(Hefnerlux)

ト, Weberノ 光 度 計 ニ ヨ リテ 測 定 セル 同種

電燈 ノ1mノ 距 離 ニ テ同一 方 向 ニ於 テ與 ヘ ル

面 ノ照 度 トヲ比 較 シタ ル ニ, Weberノ 光 度 計

ノ赤 色,緑 色硝 子 板 ヲ接 眼部 ニ置 キ テ測 定 シ

タ ル値 ニ於 テ, 0.42-5.24%ノ 差 ヲ示 シ,何

等接 眼部 ニ着 色 濾光 板 ヲ使 用 セザ ル 普通 方法

ニテ測 定 セル値 ニ於 テ, 084-4.42%ノ 差 ヲ

示 シ,後 述 ノ黄 色 硝 子 板 ヲ接 眼部 ニ置 キテ測

定 シタ ル値 ニ於 テ, 0.42-4.78%ノ 差 ヲ認 メ,

大 體 ニ於 テ, Weberノ 光 度 計 ノ値,交 照 光 度

計 ノ値 ヨ リ僅 少 ナ ル傾 向 ヲ多 ク見 タ リ.

Wild103), Dziobek32), Taylor75)等 ノ 交 照

光 度 計 トLummer-Brodhunノ 對 比 光度 計 ニ

ヨル金 屬纎 條電 燈 ノ光 度 測 定 値 ニ ヨル モ,兩

者 ノ値 ニ差 異 ヲ認 ムベ ク, Dziobekノ 測 定 ニ

テ ハ,最 小2%,最 大4.46%,平 均3%ノ 差

ヲ生 ゼ リ. Taylorノ 測 定報 告 モ略 ボ之 ニ 一致

ス.交 照光 度計 トWeberノ 光 度 計 ノ差 異 ニ

對 シテ ハ, Korff-petersen及 ビM. Ogata氏

ノ測 定 ア リテ, Purkinje氏 現 象 ノ影 響 ノ認

メ ラル ル5HLxニ テ ハ, 20%ノ 差 ヲ生 ゼ シ

モ, 10-30HLxニ テ ハ, 3-4%ノ 差 ヲ生 ゼ

リ.前 者等 ノ交 照光 度 計 ト對 比 光 度 計 ノ比 較

報 告 ニテ ハ,常 ニ交 照 光 度 計 ノ方 僅 少 値 ヲ示

シ,余 及 ビKorff-petersen, M. Ogata氏 等

ノ交 照 光度 計 トWeberノ 光 度 計 ノ比 較 測 定

ニ テ ハ,共 ニWeberノ 光 度 計 ノ 方 僅 少 値 ヲ

示 セ リ.斯 比較 燈 ト色調 ヲ異 ニス ル金 屬 纎 條

電 燈 ノ測定 ニ アタ リ,光 度 計 ノ種 類 ニ ヨ リテ

其 ノ測 定値 ニ差 異 ヲ釀 スハ既 ニ知 ラ レタ ル事

實 ニ シテ,其 ノ明確 ナ ル理 由 ニ關 シテ ハ未 ダ

與 ヘ ラ レズ.一 部Purkinje氏 現 象 ヲ 以 テ説

明 サ ル モ,一 般 的 ニ説 明 シ得 ザ ル モ ノ ニ シ テ,

測 定 誤 差或 ハ兩 測 定器 ノ方法 及 ビ測 定 理 論 特

ニ 生理 的 性 質 ヲ異 ニ スル ニ ヨ ルモ ノ ナル カ,

又 ハIves104), Crittenden及 ビRichtmeyer105)

等 ノ研 究 ニ ヨル ガ如 キ交 照 光 度 計 ノ青 色 光 ニ

對 スル 感度 ノ僅 少 ナ ル コ トニ ヨル モ ノ ナ ル

カ,余 ノ測 定 ノ ミニ テ ハ 明確 ニ説 明 シ得 ズ.

何 レニ セ ヨ, Bechsteinノ 交 照 光度 計 ト. We

berノ 光度 計 ニ ヨル晝 光 色電 燈 照 明 ノ測 定 ニ
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テ ハ3%内 外 ノ差 異 アル ヲ考 慮 シテ,兩 者 ヲ

併 用 ス ベ キ ナ リ.照 明 ノ眼衛 生學 的 研 究 ニ ア

タ リ,實 際 上 常 ニ光 源 ト視標 トノ間 ニ ハ 一定

ノ角 度 ヲ生 ゼ シム ル モ ノナ ル ヲ以 テ,其 ノ時

ノ方 向 ニ於 ケ ル光 源 ノ光 度 ハ,交 照 光 度 計 ニ

テ測 定 セ ル光 度 ト,其 ヲ表現 スル方 向 ヲ異 ニ

ス ル傾 向 多 キ モ ノナ リ.故 ニ視 標 面 ノ照 度 ヲ

決 定 ス ル場 合 ニ ハ,光 源 ノ光 度 ヲ決 定 ス ル外

ニ直 接 視 標 面 ノ照 度 ヲ測 定 セザ ル ベ カ ラズ.

2.晝 光 色電 燈 照 明 ニ於 ケル照 度 測 定 ニ於 テ

Weberノ 光 度 計 ト各種 携 帶 用照 度 計 ノ 正

確度 ヲHefnerluxノ 値 ニテ比 較 セル ニ. Be

chsteinノLuxmeter最 モWeberノ 光 度計

ニ一致 シ,其 ノ差0.01-2.91%ヲ 示 シ,其 ノ

値 最 モHefnerluxヲ 正 確 ニ示 ス ヲ知 レ リ.呎

燭 計 ノ測 定値 呎燭 光 ヲHefnerluxニ 換 算 セ

ル値 ニテ ハ, Weberノ 光度 計 ノ 値 トノ差暫

ク大 ニ シテ, 0.32-9.37%ヲ 示 シ,勞 研 照度

計 ノ測 定 値Lux(萬 國 燭?)ノ 値 ニ テ ハ.其 ノ

差16.2-29.89%ヲ 示 シ, Hefnerluxニ 換 算

セル値 ニ テ ハ, 6.98-22.28%ヲ 示 シ, Weber

ノ光 度 計 ノ値 ヨ リ著 シク 僅 少 ナ ル ヲ 認 メ タ

リ.

晝 光 照 明 ニ於 ケル照 度 測 定 ニ於 テ,測 定 照

度 ノ動 搖 最 モ僅 少 ト認 メ ラ ル 晴 天 時 ノ 成績

ハ,依 然 トシテLuxmeterノ 値Weberノ 光

度 計 ノ 値 ニ 一致 シ, 300HLx特 ニ200HLx

以 下 ニ テ其 ノ差1.13-4.34%ヲ 示 セ リ.

呎 燭 計 及 ビ勞 研 照 度 計 ニ テハ,晝 光 色電 燈

照 明 ノ場合 ヨ リ著 シクWeberノ 光 度 計 ノ値

ニ對 ス ル 差 大 トナ リ,呎 燭 計 ニ テ41.53-

57.07%平 均-48.39%ヲ 示 シ,勞 研 照 度 計

ノLuxノ 値 ニテ41.78-53.22平 均-47.7

% Hefnerluxノ 値 ニ テ34.84-48.08%平 均

-41 .91%ヲ 示 シタ リ.且 呎燭 計 及 ビ 勞 研 照

度 計 ノ示 ス値 ハ 例 外 ナ クWeberノ 光 度 計 ヨ

リモ著 明 ナ ル僅 少値 ヲ示 セ リ.

コ レ等 ノ差 異 ハ又照 度 ノ變 化 ニ影 響 スベ キ

天 候 ノ場合 ノ成 績 ニ於 テ,著 明 トナ ル ヲ認 メ

タ リ.

以 上 ノ事實 ニ ヨ リテ, 3箇 ノ携 帶 用 照 度 計

ノ批 判 ヲナ スニ,

3. Luxmeter

晝 光 色電 燈 照 明及 ビ晝 光 照 明 ノ測 定 値 ニ於

テ, Luxmeterハ 最 モ ヨクWeberノ 光 度 計

ニ一致 シ,該 器 ニ ヨルHefnerluxノ 値 ハ信 頼

スル ニ足 ル モ ノナ リ.斯 ク兩 器 ノ ヨク一 致 ス

ル ハ,製 作 所 ヲ同 ク シ,單 位 モ 同一 標 準 燭 ニ

基 ケ ル所 以 ニ シテ,又 晝 光 照 明 測 定 ニ於 ケル

Luxmeterノ 方 法 及 ビ理 論 ニ對 シテ モ,不 合

理 ナ ル 點 ヲ認 メズ. Luxmeterノ 缺 點 トスル

ハ,其 ノ比 較 視 野 ノ不 備 ニ シテ晝 光 ノ如 キ異

色光 ノ照 度 測 定 ノ多 少困 難 ナル 點 トスル モ,

 Weberノ 光 度 計 ヲ 標 準 トシテ,先 人 工 照 明

ニ於 テ 少 シク熟 練 スル 時 ハ容 易 トナ ル モ ノナ

リ.尚 ホWeberノ 光 度 計 ノ 併 用 ニ ヨル 晝 光

照 明 測 定 ニ就 テ ハ後 述 セ ン トス.

4.呎 燭 計

呎 燭 計 ハ其 ノ比較 燈 ト測 定 光 多ノ色 調 ノ差

著 明 トナ ル程 測 定誤 差 ノ大 トナ ル ハ,既 ニ知

ラ レタ ル事 實 ニ シテ,且 比 較 燈 トノ色 調 ノ差

大 トナ ル程 他 ノ正確 ナ ル 照 度 計 ノ測 定値 トノ

差 異 モ大 トナ ル ハ,既 ニ述 ベタ ル福 田氏 及 ビ

Clark等 ノ記 載 セル トコ ロナ リ.

故 ニ呎 燭 計 ニ テ晝 光 照 明 測 定 ニ使 用 セ ン ト

セバ,特 ニ他 ノ正確 ナル 照 度 計 ト比 較 シ實 驗
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的 ニ電 壓 計 ノ適 當 ナ ル讀 ミヲ豫 メ決 定 シオ ク

カ,或 ハ其 ノ測 定 値 ニ乘 ズ ベ キ係數Kヲ 決 定

シ置 ク必 要 ア リ.余 ノ實驗 成績 ヨ リス レバ,

 Weberノ 光 度 計 ト呎燭 計 ノ 測 定 値 ノ差 ハ 比

較 的 近似 數 ヲ示 シ タ ル ヲ 以 テ,其 ノ 平 均 値

-48 .39%ヨ リシテ コノ係數Kノ 値 ヲ 求 ムル

ナ ラバ,係 數K=1.93ナ リ.即 チ 呎燭 計 ニテ

測 定 セル晝 光 照 明 ノ値(呎 燭 光)ヲHefnerlus

ニ換 算(×11.95)シ タル 値 ニ更 ニ コ ノ係 數K

=1.93ヲ 乘 ズル時 ハ,略 ボ正 確 ナル 値 ニ近 キ

Hefnerluxヲ 得 ベ シ.コ レハ呎 燭 計 ヲ以 テ,

衛 生 學 的 ニ作 業 面 照 度 ヲ測 定 シ,適 當照 度 ノ

如 キ絶對 値 ヲ決 定 セ ン トスル ガ如 キ場合 ニ必

要 ナル モ ノナ リ.然 レ ドモ コノ係數 ハ又 個 人

ニ ヨ リテ變 動 スベ キモ ノ ナ ル ベ ク, K=1.93

ナ ル値 ハ余 ノ測 定 値 ニ於 テ ノ ミ利 用 シ得 ル モ

ノニ シテ,各 人其 ノ場合 ニ於 テ實 驗 的 ニ決 定

シ置 クベ キモ ノナ ラ ン.

5.勞 研照 度 計

勞 研 照 度 計 ハ取 扱 便利 ニ シテ甚 ダ 測定 シ易

キ特 徴 ヲ有 ス ル モ ノ ナ ル ガ,實 驗 成績 ニ 於

テ,晝 光 色電 燈 照 明及 ビ晝 光 照 明 ノ測 定 値 ハ

甚 シクWeberノ 光 度 計 ノ値 ヨ リモ僅 少 ナル

ヲ見 ル.今 該 照 度 計 ノ批 判 ニ際 シテ次 ノ諸 事

項 ノ事實 ヲ擧 ゲ ン.

a.余 ノ使 用 セ シ勞 研 照 度 計 ナ ル モノ ハ,

測 定 スベ キ光 線 及 ビ比 較 燈 ノ光線 ヲ赤 色 硝 子

板 ヲ通過 セ ジメ テ ノ チ照 度 計視 野 ニ 於 テ比 較

スル樣 ニ作 リア リ.コ ノ赤 色硝 子板 ハ固定 シ

ア リテ,比 較 電 燈 ト色 差 著 明 ナ ラザ ル一 般 人

工 照 明及 ビ晝 光 照 明 ニ テ モ等 シク コノ赤 色硝

子板 ニテ測 定 スル モ ノ ニ シテ,視 野 ニ於 ケル

兩光 線 ハ共 ニ赤 ク着 色 サ レ比較 ハ極 メテ容 易

ナ リ.

b.該 照 度 計 ニ ハ.比 較 電 球 ノ前 ニ青 色 硝

子 板 ノ使 用 ナ ク,磨 硝 子 板 ヲ用 ヒタ リ.

余 ノ實 驗 成 績 ヨ リ,

c.勞 研 照 度 計 ノ測 定 値 ハ晝 光 色電 燈照 明

及 ビ晝 光 照 明 ニ於 テ, Weberノ 光 度 計 ノR-G

測 定 法 ニ ヨル値 即 チ白 色 光 ニ對 スル全 照 度 ノ

値 ニ對 ス ル ヨ リモ,赤 色 硝 子板 ノ ミニ ヨ リテ

測 定 セ ラ レタ ル値 即 チ係 數Kヲ 乘 ゼ ザ ル所 謂

赤 色 光 ニ對 ス ル値 ニ接 近 ス.

d.勞 研 照 度計 ニ ヨル測 定 値 ハ, Luxニ テ

現 サ レタ ル値 ノ方Hefnerluxニ 換 算 セ ル 値

ヨ リモ, Weberノ 光 度 計 ノ 赤 色光 ニ 對 スル

値 ニ比 較 的 接 近 スル場 合 多 シ.

e.呎 燭 計 ハ,晝 光 色 電 燈 照 明 ノ場合 ニハ,

色 調 ノ差異 強 キ晝光 照 明 ノ 場 合 ヨ リ著 シ ク

Weberノ 光 度 計 ノ 測 定 値 トノ 差 減 少 セ ル ニ

反 シ,勞 研 照度 計 ハ,晝 光 色電 燈 照 明 ノ場 合

ニ テ モ,比 較 的 著 明 ナ ル差 異 ヲ認 メ タ リ.

以 上 ノ諸 事實 ニ基 キテ考 察 ス ル ニ,先 勞研

照 度 計 ノ比 較燈 ハ如 何 ナ ル標 準 器 ニ基 ク モ ノ

ナ リヤ,獨 逸 ノHefner燭 ヲ採 用 セ ル ヤ,或

ハ萬 國 燭 ヲ採 用 セル モ ノナ リヤ ノ問 題 ナ リ.

コ レニ關 シテハ 原著 ニ於 テ詳 細 ナ ル記 載 ナ キ

ガ如 キ モ,該 照 度 計 ノ示 スLuxハ 恐 ラク萬

國 燭 ノLuxナ ラ ン.此 點 ニ 多 少疑 問 アル ヲ

以 テ余 ハLux及 ビHefnerluxニ 更 ニ 換 算 セ

ル値 ニ於 テWeberノ 光 度 計 ノHefnerluxト

比 較 セル所 以 ナ リ.

余 ノ使 用 セ シ勞研 照 度 計 ノ構 造 及 ビ赤 色 硝

子 板 ヲ以 テ兩光 線 ヲ透 過 セ シメ テ測 定 ス ル コ

ト ト,其 ノ測定 値 ノWeberノ 光 度 計 ノ赤 色

光 ニ對 ス ル値 ニ接近 スル コ トヨ リ按 ズ ル ニ,
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元 來 赤 色 硝 子 板 ヲ以 テ晝 光 ト比 較 白熱 電 燈 ト

ヲ比 較 スル 時 ハ,既 述 ノ如 ク容 易 ナ ル モ,晝

光 ト比 較 電 燈 ニ於 ケ ル赤 色部 ニ對 スル差 異 ニ

ヨ リテ,其 ノ測 定値 ハ晝 光 ノ全 照 度 ヲ示 サ ザ

ル コ トハ既 ニ第5章 ニ テ 詳 述 セ ル コ トニ シ

テ,幾 多 ノ 人 々 ノ承 認 ス ル トコロナ リ.勞 研

照度 計 ノ測 定 値 ノWeberノ 光度 計 ニ ヨル 白

色 光 線 ニ對 スル全 照 度 ヨ リ僅 少 ナ ル ハ,晝 光

ハ比 較 電 燈 ノ色 ニ對 シテ,赤 色部 僅 少 ナ ル ヲ

暗 示 スル モ ノ ナ リ.故 ニL. WeberノR-G

測 定 法 即 チ 同一 視 力 ニ基 ク測 定法 ノ正 當 ナ ル

限 リ,勞 研 照 度 計 ノ値 ハ,當 然Weberノ 光

度 計 ノ赤 色硝 子 ノ ミニ テ測 定 セル値 ニ接 近 ス

ベ ク,全 照 度 ヨ リハ著 シク僅 少 ナ ル ベ キ筈 ナ

リ.要 スル ニ晝 光 色 電 燈 照 明 及 ビ晝光 照 明 ニ

於 ケル 勞研 照 度 計 ノ値 ハ,赤 色光 ニ對 スル値

ニ シテ,之 ヲ白 色光 ニ對 ス ル全照 度 ニ換 算 ス

ベ ク, 1ヨ リ大 ナ ル係 數Kヲ 乘 ズ ベ キ性 質 ノ

モ ノナ リ.コ ノ係數Kヲ 余 ノ晝 光 照 明 ニ於 ケ

ル 晴 天 時測 定 成績 ヨ リ シ テ 求 ム ル ナ ラ バ,

 Luxノ 値 ニ於 ケ ル平 均 差-47.71%ヨ リシテ,

 K1=1.89. Hefnerluxノ 値 ニ於 ケル 平均 差-

41.91%ヨ リシテ, K2=1.72ナ リ.コ ノ係數

K1(或 ハK2)ヲ 以 テ,勞 研 照度 計 ニ ヨ リテ 測

定 セ ラ レタ ル 晝光 照 明 ノLuxノ 値(或 ハ換 算

セルHefnerluxノ 値)ニ 乘 ズ ル 時 ハ,略 々

Weberノ 光 度 計 ノ測 定値 ニ近 キHefnerlux

ノ値 ヲ得 ベ シ.コ ノ係數K1K2モ 亦 個 人 ニ ヨ

リテ變 動 アル ベ ク,余 ノ與 ヘ タ ル値 ハ余 ノ眼

ニ ヨ リテ 測 定 セ ラ レタ ル場 合 ニ ノ ミ利 用 シ得

ル モノ ニ シテ,各 人其 ノ場 合 ニ於 テ實 驗 的 ニ

決 定 サ ル ベ キハ呎 燭 計 ノ場 合 ノ如 シ.コ ノ係

數 ハ又 晝光 色電 燈 照 明 ノ場 合 ニ テ モ,同 樣 ニ

實 驗 的 ニ決 定 サ レ得 ル モ ノ ト信 ズ.

更 ニWeberノ 光 度 計 ニ テ測 定 セ ラ レタ ル

赤 色 光 ニ對 スル 値 ニ乘 ズ ベ キ係數Kノ 値 ヲ第

8表 ニ於 テ 見 ル ニ, 1.85-2.08ノ 間 ヲ 變 動 シ

平 均1.95ナ リ.之 ニ對 シテ,係 數K1=1.89ノ

方 係 數K2=1.72ヨ リモ 接 近 セル ヲ認 ムベ シ.

コ ノ事 實 ハ 少 シク不合 理 ト考 ヘ ラル モ,余 ノ

實 驗 例 ノ ミニ テ ハ,明 確 ナ ル釋 明 ヲ避 ク.

元來 該 照 度 計 ハ實 用 的 ニ シテ取 扱 及 ビ測 定

容 易 ナ ル ヲ目的 トセ ル モ ノニ シテ,極 テ正確

ヲ期 スル ガ如 キ測 定 ハ,他 ノ照 度 計 ノ 目的 ト

ス ル所 ニ シテ,該 照 度 計 ニ對 ス ル既 述 ノ如 キ

不 備 ノ點 ニ就 キ テ ハ,江 田64)氏 モ既 ニ認 メタ

ル所 ニ シテ,氏 ノ原 案 トナ スハ,晝 光 照 明 測

定 ニハ,比 較 電 球 ノ前 ニ青 色 硝 子 板 ヲ置 キ テ

比 較 晝 光 ノ色調 ニ接 近 セ シメ,且 黄 色 硝 子 板

ヲ以 テ 兩光 ヲ透 過 セ シメ網 膜 ニ對 シテ 最 モ感

度 高 キ黄色 光 線 ニ テ測 定 スル 點 ニ ア リテ,ボ

ダ余 ノ使 用 セ シ赤 色 硝 子 板 ヲ用 ヒタ ル照 度 計

ハ,試 作 ノモ ノ ニ シテ,等 質 ノ光 ノ ミヲ取 扱

フ ニハ 充分 ニ シテ,一 般 ニ色 調 ヲ異 ニ ス ル光

ヲ測 定 ス ル場合 ニ就 テ ハ尚 ホ考 慮 ノ餘 地 ア リ

ト言 明 セル ガ如 シ.

要 スル ニ勞研 照度 計 ヲ以 テ 晝光 照 明測 定 ノ

場合 ニ於 テ,稍 々正 確 ナ ル絶 對 値 ヲ知 ラ ム ニ

ハ, Weberノ 光 度 計或 ハ 他 ノ正 確 ナ ル 照 度

計 ヲ以 テ,白 光 色 ニ對 スル値 ニ換 算 スベ キ係

數 ヲ豫 メ決 定 シ置 ク カ,或 ハ他 ノ適 當 ナ ル 方

法 ヲ構 ゼザ ル ベ カ ラ ズ.カ ク スル 時 ハ 該 計 度

計 ノ使 用範 囲 モ擴 大 スベ キナ リ.

6.余 ハLuxmeterノ 測 定 値 ハ信 頼 ス ベ キ

ヲ知 リ,同 器 トWeberノ 光 度 計 トノ併 用 ニ

ヨ リテ,最 難 事 トス ル晝 光 照 明測 定 ニ應 用 セ
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ン ト企 テ,且Weberノ 光 度 計 ノR-G測 定 ハ

可 成測 定 時 間 ヲ要 ス ル ヲ以 テ,一 濾 光 板 ノ ミ

ニ ヨ リ正 確 ニ全 照 度 ヲ表 示 スベ キ簡 單 ニ シテ

迅 速 ニ測 定 シ得 ル 方法 ナ キヤ ヲ考 究 セ リ.

晝 光 測 定 ニ アタ リ, Weberノ 光 度 計 ノ 「ベ

ンヂ ン」燈 トノ比較 ハ 普通 方 法 ニ テ殆 ド不 可

能 ナ リ.然 ル ニ黄 色硝 子 板 ヲ該 光 度 計 ノ接 眼

部 ニ置 キ,兩 光 ヲ透 過 セ シ メテ 比 較 ス ル 時

ハ,赤 色硝 子板 ヲ使 用 シタル 際 ノ如 キ容 易 サ

之 ナ キモ亦 比 較 可 能 ナ ル ヲ以 テ,比 較 的 濃 厚

ナルZeiss製(波 長517-720mμ)ノ 黄色 硝 子

板 ヲ使 用 シ,其 ノ測 定 値 ノ正 確 度 ヲ知 ラ ン ト

欲 シテ,種 々ノ實驗 測定 ヲナ セ リ.

晝 光 色 電燈 照 明 ニ於 テ, Bechsteinノ 交 照

光 度 計 トWeberノ 光 度 計 ノR-G測 定 法 ニ ヨ

ル値 ト黄 色 硝 子板 使 用 ニ ヨル値 トヲ比較 セル

ニ,交 照 光 度 計 ニ ヨル光 度 ヨ リ換 算 セル計 度

ノ値 トノ差 ニテ ハ, 0.75-4.78%ヲ 示 シ, R-

G測 定 法 ニ ヨル値 トノ差 ハ, 0-2.77%ヲ 示

シ ヨク一致 スル ヲ見 タ リ.

晝 光照 明 ニ於 テ, R-G測 定 法 ト黄色 硝 子 板

使用 測定 法 トノ比 較 測 定 ヲ施 行 セル ニ,照 度

ノ動 搖最 モ 僅 少 ト認 メ ラル ル晴 天 時 測 定 ニ於

ケルR-G測 定 法 ニ ヨル値 トノ差 ハ, 5%ヲ 越

スモ ノ14例 中 僅 カ ニ2例 ニ過 ギズ.他 ノ12

例 ニ テ0.08-2.5%ノ 差 ヲ 認 メ,甚 ダ ヨ ク

R-G測 定 法 ノ測定 値 ニ 一致 ス ル ヲ認 メタ リ.

對照 トシテ照 度 ノ變 動 比較 的 著 シキ天 候 ニ於

ケル 測 定値 ニ テ ハ,其 ノ差 暫 ク著 明 トナ ル ヲ

認 メタ リ.

Weberノ 光 度 計 ニ 於 ケル 黄 色硝 子 板 使 用

ニ ヨル測 定 値 トLuxmeterニ ヨル 測定 値 ヲ比

較 セル ニ,照 度 ノ動 搖 最 モ僅 少 ナ ル晴 天 時 ニ

テハ, 365.51HLx, 261.2HLxニ テ ハ, 13.82

%, 11.95%ノ 如 キ比 較 的 著 明 ナ ル 差 異 ヲ認

メタ ル モ, 258.8HLx以 下 ニ テ ハ, 0.08-6.23

%ノ 差 ヲ 示 シ, 300HLx以 下 ニテ ハ 略 ボ兩

者 ノ測 定 値 相 接 近 スル ヲ認 メタ リ.コ ノ場 合

ニ於 テ尚 ホR-G測 定 法 トLuxmeterノ 比 較

ノ際 ニ於 ケ ル差 異 ヨ リモ 一般 的 ニ僅 少 ナ ル傾

向 アル ヲ見 タ リ.次 デ照 度 ノ變 動 稍 々認 メ ラ

ル天 候 時 測 定 ニテ,暫 ク其 ノ差 大 ナ ル ヲ實 驗

シ,天 空 ニ於 ケル雲 一樣 ナ ル曇 天 時 ニ テ ハ,

其 ノ差 少 シ ク僅 少 トナル 傾 向 ヲ認 メ タ リ.之

等 ノ場 合 ニ於 テ モ, R-G測 定 法 トLuxmeter

トノ比 較 ノ際 ニ於 ケ ル差 異 ヨ リモ一般 的 ニ僅

少 ナ ル傾 向 アル ヲ見 タ リ.

以 上 ノ成 績 ヨ リ シテ,余 ノ黄色 硝 子 板 使 用

測 定法 ハ, R-G測 定 法 ニ比 シ之 ニ優 ル トモ敢

テ遜 色 ナ キ正確 度 ヲ有 シ,且 測 定 更 ニ迅 速 ニ

シテ ヨ リ ヨク其 ノ時 ノ瞬 間 値 ヲ與 ヘ ル モ ノ ナ

ル コ ト推定 サル ヲ以 テ,簡 單 ニ シテ取 扱 ニ便

ナ ルLuxmeterト 併 用 ス ル時 ハ,短 時 間 ニ於

ケ ル 晝 光 照 明 ノ 變 動 ヲ モ 知 ル ヲ 得 ベ ク,

 Luxmetexノ 正確 度 ヲモ補 正 ス ルヲ 得 ベ キナ

リ.又 既述 ノ如 ク理 論 的 ニ モ,網 膜 ニ對 スル

感 受性 最 モ 高 キ光 線 ノ 黄 色部 ニ 於 テ 換 言 セ

バ,兩 光 線 ノ全 照 度 ニ對 シテ最 モ明 キ部 分 ニ

テ測 定 スル モ ノ ナル ヲ以 テ,測 定 誤 差 ノ僅 少

ナ ル コ ト想 像 サ ル.黄 色硝 子板 ヲ以 テ ノ測 定

ハ初 心 者 ニ於 テ ハ比 較 的 困難 ヲ感 ズル モ ノ ナ

ル モ,一 定 ノ熟 練 ニ ヨ リテ容 易 トナ ルモ ノナ

リ.

要 スル ニWeberノ 光 度 計 ニ於 ケ ル黄 色 硝

子 板 使 用測 定 法 ハ,晝 光 照 明測 定 ニ對 ス ル優

レタル 一新 法 卜認 ム ベ ク,特 ニ 眼 衛 生 學 的 ニ
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晝 光 照 明 測定 ニ アタ リLuxmeterト ノ併 用 ハ

至 便 ナル 信頼 ス ルニ足 ル方 法 ナ リ ト思 惟 ス.

第8章　 結 論

1.照 明 ヲ眼科 學 的,衛 生 學 的 ニ取 扱 フ時

ハ,測 光 學 上 ノ物 理 的,心 理 生理 學 的 原 則 及

ビ概 念 ヲ先 考 究 セザ ル ベ カ ラズ.

2.光 度 及 ビ照度 ヲ表 示 ス ル場 合 ニ ハ,必

ズ如 何 ナ ル單位 ヲ以 テ基 準 トシタ ル ヤ,例 之

Hefner燭(HK, Hefnerlux)或 ハ萬 國 燭(I.

 C. P, Lux)ヲ 採 用 セ ル ヤ ヲ明記 スベ キナ リ.

3.光 ノ 測 定 ニ ア タ リ テ ハ,標 準 器 例 之

Hefner燈 ノ如 キモ ノ ヲ備 ヘ,光 度 計 或 ハ照

度 計 ノ正確 度 ヲ時 々補 正 スル 必要 ア リ.

4.晝 光 色電 燈 ニ於 テ, Weberノ 光 度 計 ニ

ヨ リテ 測定 サ レタ ル照 度 トBechsteinノ 交 照

光 度 計 ニ ヨ リテ測 定 サ レタ ル光 度 ヨ リ換 算 セ

ル 照 度 ノ値 トノ差 ハ,約3%ナ リ キ.

5.照 明 ノ眼 科學,衛 生 學 的 研 究 ニ際 シテ,

視 標 面(作 業 面)ノ 照 度 決 定 ニ アタ リ,光 源 ノ

方 向 ト被 照 面 ノ角 度 ニ留 意 スベ ク,直 接 面 ノ

照 度 ヲ實 測 スル ヲ ヨ シ トス.

6.携 帶 用 照 度 計BechsteinノLuxmeter,

呎燭 計,勞 研 照 度 計 ノ 測 定 値 ニ 於 テ, Lux

meter最 モWeberノ 光 度 計 ノ値 ニ一致 ス.

7.晝 光 色電 燈 及 ゼ晝 光 照 明 ニ於 テ.呎 燭

計,勞 研 照 度 計 ハWeberノ 光 度 計 ノ測 定 値

ヨ リHefnerluxノ 値 ニテ著 シク 僅 少 ナ リ.

8.呎 燭 計,勞 研 照 度 計 ヲ以 テ晝 光 照 明 ノ

測 定 ニ ア タ リ,比 較 的 正確 ナ ル絶 對値 ヲ示 サ

ン トセバ,正 確 ナ ル 測定 器 械例 之Weberノ

光 度 計 ト比 較 測 定 スル コ トニ ヨ リ,個 人 的 ニ

兩 照 度 計 ノ測 定 値 ニ乘 ズベ キ係 數 ヲ夫 々決 定

ス ル ヲ要 ス.

9.勞 研 照 度 計 ノ測 定 値 ハWeberノ 光 度

計 ニ ヨル 白光 ニ對 ス ル照 度 ヨ リモ,赤 色光 ニ

對 ス ル照 度 ノ値 ニ近 ク,該 照 度 計 ニ ヨ リテ測

定 サ レタ ル晝 光 照 明 ノ照 度 ハ,赤 色 濾 光板 ヲ

透 過 セ ル赤 色光 ニ對 スル 値 ヲ 示 ス モ ノ ナ ラ

ン.

10. Weberノ 光 度 計 ヲ以 テ 晝 光照 明 測 定

ニ アタ リ,稍 々濃 キ黄 色濾 光 板 ヲ該器 ノ接 眼

部 ニ置 キ テ測 定 スル 時 ハ,一 定 ノ熟 練 ニ ヨ リ

テ測 定 容 易 ニ シテ,時 間 モ短 縮 サ レ,且 測 定

値 モ正確 ナ リ.

11. RechsteinノLuxmeterトWeberノ

光 度 計 ヲ併 用 スル時 ハ,短 時 間 ニ 於 ケル 晝 光

照 明 ノ變 動 ヲ探 知 ス ル ヲ得ベ ク.且 正 確 ニ.

隨 所 ニ於 テ測 定 シ得 ラル ベ シ.

擱筆 スルニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導 ト御校

閲 トヲ賜 ハリシ恩 師緒方教授 ニ満腔 ノ謝 意 ヲ表

ス.

(本論文 ノ要 旨ハ昭和8年4月 第5同 日本 聯合

衛 生學 會 ニ於テ緒 方教授 ノ特別 講演中 ニテ發表

サ レタ リ)

文 獻

1) O. Studtmann, Arch. f. Hyg., Bd. 11, 

S. 293, 1890. 2) L. Weber, Schillings Journ., 

41, S. 193, 1898. 3) W. Bechstein, Zeitschr. 

f. Instrumentenkunde, 25 Jahrg., S. 45, 1905. 

4) G. Laue, Licht u. Beleuchtung, Bd. 6, S. 

17, 1928. 5) Korff-Petersen, Handbuch d. hyg.

 Untersuchungsmethode, Bd. 3, 1929.  6) 關,

照 明學,昭 和4年. 7) 福 田,電 燈及 ビ照 明,昭 和

2年.  8) J. Teichmuller, Licht u. Lampe, S.

266



照明 ノ眼 衛生學的研 究(第1報) 2301

1295, 1929. 9) J. Teichmuller, Licht u. Lampe, 

Heft 5, S. 163, 1926. 10) O. Kroh, Licht 

u. Lampe, Heft 8, S. 277, 1928. 11) S. 

Kraus, Licht u. Lampe, Heft 11, S. 385, 1928. 

12) G. E. Muller, Zeitschrift f. Psychol., 2 

Abtlg., Bd. 54; I Abtlg., Bd. 97, zit. n. Kroh. 

13) Tobias Mayer, Comentarii Societatis Gotting

ensis, 1754, zit. n. Possek. 14) R. Possek, 

Arch. f. Hyg., Bd. 60, S. 144, 1907. 15) H. 

Cohn, Arch, f. Augenheilkunde, Bd. 13, S. 223, 

1884. 16) Aubert, Physiologie d. Netzhaut, 

1864, zit. n. Possek. 17) Posch, Arch. f. 

Augen u. Ohrenheilkunde, Bd. 5. 18) Doerinkel, 

Inauguraldisseration, Marburg, 1876, zit. n. 

Possek. 19) Javal, Annal. d'ocul., 1879, zit. 

n. Possek. 20) Manolescu, Annal. d'ocul., 

1880, zit. n. Possek. 21) Uhthoff, Arch. f. 

Opthalmologie, Bd. 32, S. 171, 1886. 22) Konig,

 Sitzungsbericht der Berliner Akademie, 26,

 1897, zit. n. Possek.  23) 小 口,日 本 眼科學

曾 雜 誌,第10卷, 606頁,明 治39年. 24) 鈴 木,

照 明 學 會雜 誌,第7卷,第1號,廣 田 氏 ニ ヨル. 25)

廣 田,日 本 眼 科 學 會雜 誌,第31卷, 1頁,昭 和2年.

 26) 白玖,岡 醫 雜,第42年,第5號,昭 和5年. 

27)川 上,眼 科 臨 床 醫 報,第24年,第9號,昭 和4年.

 28) R. Pauli u. Wenzel, Arch. f. gesamte

 Psychol., 51, S. 400, 1925. 29) J. Kries, All

gemeine Sinnesphysiologie, Leipzig, 151, ff, 1923,

 zit. n. Laue.  30) 前 出,

 31) 電 氣 工 學,大 正14年.  32) W. Dziobek,

 Licht u. Lampe, Heft 3, S. 77, 1928; Zeitschr. 

f. Instr., 46 Jahrg., S. 476, 1926. 33) Ameri

canische lichttechnische Nomenklatur, Licht 

u. Lampe, Heft 2, S. 42, 1926. 34) D. B. G., 

Licht u. Lampe, Heft 23, S. 767, 1927. 35) 

C. Flugge, Grundriss der Hygiene, 10 Aufl., 

S. 286, 1927. 36) Korff-Petersen, 37) E. 

Esmarch, Hygienisches Taschenbuch, S. 101,

 1930. 38) 二 宮,國 民 衛 生,第8卷,第6號, 694頁,

昭和6年.  39) Bloch, Lichttechnik, 1921.

 40) H. T. Wenzel, W. M. F. Roeser, L. E. Barlow, 

F. R. Caldwell, Bureau of Stand. Journ. of

 Research, 6, S. 1103, 1931. 41) E. Liebenthal, 

Praktische Photometrie, Braunschweig., S. 111, 

1907. 42) E. C. Crittenden u. J. F. Skogland, 

Journ. opt. soc. of Am., S. 366, 1921. 43) H. 

J. Stroer, Licht u. Lampe, Heft 1, S. 3, 1927. 

44) H. Cohn, Lehrbuch d. Hygiene d. Auges, 

Wien u. Leipzig, S. 367, 1892. 45) R. Hober, 

Lrhrbuch d. Physiologie d. Menschen, 1922. 

46) W. E. Pauli u. R. Pauli, Physiologische 

Optik, S. 52, 1918. 47) H. Cohn, Deutsche 

med. Wochenschrift, Nr. 38, 1884; Nr. 46, S. 

876, 1894; Dentsche Vierteiljahrsschrift f. 

off entl. Gesundheitspflege, Bd. 19, S. 243, 1887. 

48) S. Boubnoff, Arch. f. Hyg., Bd. 17, S. 49, 

1893. 49) F. Kermauner u. W. Prausnitz, Arch. 

f. Hyg., Bd. 29, S. 29, 1897. 50) C. Oberdick, 

Arch. f. Hyg., Bd. 33, S. 229, 1898. 51) A. 

Crzellitzer, Arch. f. Hyg., Bd. 38, S. 317, 1900. 

52) S. Ruzicka, Arch. f. Hyg., Bd. 54, S. 32, 

1905. 53) H. Reibmayr, Arch. f. Hyg., Bd. 58, S

. 171, 1906. 54) Korff-Petersen u. M. Ogata, 

Zeitschr. f. Hyg. u. Infektionskhrt., Bd. 105, 

Heft 1, S. 27, 1926; Licht u. Lampe, Heft 2, 

S. 41, 1926. 55) F. Geschke u. T. Wohlfeil, 

Arch. f. Hyg., Bd. 97, S. 234, 1926. 56) W.

 Dziobek, Licht u. Lampe, Heft 5, S. 179, 1928. 

57) W. Voege, Licht u. Lampe, Heft 4, S. 183, 

1929. 58) W. Bechstein, Licht u. Lampe, 

Heft 9, S. 207, 1923. 59) H. Fruhling, Licht 

u. Lampe, Heft 26, S. 895, 1926. 60) L. Bloch, 

Licht u. Lampe, Heft 12, S. 395, 1927. 61) 

E. Fricdberger u. C. Callerio, Arch. f. Hyg., Bd. 

106, S. 241, 1931. 62) Franz Schutz u. Gerh. 

Lin de, Zeitschr. f. Hyg. n. Infektionskhrt ., Bd. 

115, Heft 2, S. 315, 1933. 63) Clark, Lighting 

in relation to public health, S. 17, 1924. 64)

 江 田,勞 働 科 學 研 究,第8卷,第4號, 765頁,昭 和

6年. 65)竹 村,勞 働 科 學 研 究,第9卷,第2號,

 149頁,昭 和7年. 66) 柴 山,勞 働 科 學 研 究 ,

第10卷,第3號, 337頁,昭 和8年.  67) A. R. Taylor,
 Licht u. Lampe, Heft 4, S. 115. 1927; Trans . 

3. Eng. Soc., 21, S. 804, 1926. 68) L. Bloch,

267



2302 桑 原 一 郎

前 出.  69) R. Sewig, Licht u. Lampe, Heft 

6, S. 99, 1931. 70) S. Ruzicka, Arch. f. Hyg., 

Bd. 51, S. 177. 1904. 71) R. Sewig, L. Bahr, u. 

A. Zincke, Zeitschr. f. Instrumentenkungde, 

51 Jahrg. 1931. 72) Rood, American Journ. 

of Science, 46, S. 173, 1893, zit. n. Korff-Peter

sen. 73) Ives, Trans. 9. Eng. Soc., 8, S. 795, 

1914 u. 9, S. 253, 1915; Journ. Frank. Inst., S. 

217, 1919. 74) Kingsbury, Journ. Frank. Inst., 

180 Aug., S. 215, 1915. 75) A. H. Taylor, 

Journ. optik. Soc. Am., 13. S. 193. 1926. 76)

 緒方,勞 働科學研究,第3卷,第1號,大 正15年. 

77) 高橋,日 本 眼科學會雜誌,第36卷,第12號,

 1953頁,昭 和7年.  78) Stuhr, Diss. Kiel, 1908,

 zin. n. Korff-Petersen. 79) W. Siemens, Wied., 

1877, anh. 2, S. 547, zit. n. Korff-Petersen. 

80) Mace'de Lepnay u. W. Nicati, Annal. de 

chemie et de physique, 5. Serie, 1881-1883, 

zit. n. Possek. 81) L. Bloch, Licht u. Lampe, 

Heft 19, S. 643 u. Heft 20, S. 684, 1926. 82) 

E. Ellrodt, Licht u. Lampe, Heft 8, S. 131, 

1931. 83) C. Flugge, Grundriss d. Hygienen, 

10 Aufl., S. 286, 1927. 84) F. Erisman, Arch. 

f. Hyg., Bd. 19, S. 205, 1893. 85) Korff-

Petersen, Zeitschr. f. Hyg. u. Infektionskhrt, 

Bd. 78, S. 243, 1914. 86) Spiller, Licht u. 

Lampe, Heft 10, S. 333, 1927. 87) S. Ruzicka, 

Arch. f. Hyg., Bd. 43, S. 222, 1902. 88) And

resen, Intern. Congress f. angew. Chemie, 3 

Wien, 1898, zit. n. Crzellitzer. 89) Voege,

 Zeitschr. f. Beleucht., S. 126, 1914. 90) Hal

wachs, Wied. Ann., 33, S. 301, 1888, zit. n. 

Spiller. 91) Elster u. Geitel, Phys. Zeitschr., 

11, S. 257, 1910 u. 12, S. 609, 1911, zit. n. Spiller. 

92) L. Marton u. E. Rostas, Zeitschr. f. techni

sch. Physik, 10, S. 52, 1927. 93) B. Lange, 

Phys. Zeitschr., 31, S. 139, 1930 S. 964; Zeit

schr. f. Instrumentenkunde, 51 Jahrg., S. 57, 

1931. 94) R. Sewig, Zeitschr. f. Instru

mentenkunde, 50 Jahrg., S. 426, 1930. 95) 

F. Schroter, Licht u. Lampe, Heft 4, S. 63, 1931.

 96) 鈴 木,川 畑,國 民 衛 生,第9卷, 1787頁,昭 和

7年.  97) L. Bloch, Licht u. Lampe, Heft 11,

 S. 179, 1931. 98) A. Dresler, Licht u. Lampe, 

Heft 3, S. 35, 1932. 99) A. Dresler, Licht u. 

Lampe, Heft 14, S. 211, 1932. 100) B. Du

schnitz, Licht u. Lampe, Heft 5, S. 143, 1933.

 101) 關,日 本 眼 科 學 會 雜 誌,第34卷,第2號,昭 和

5年. 102) L. Weber, Meteorogische Zeit

schrift, 2, S. 163, 1885. 103) L. W. Wild, 

The Electrician, 36, S. 540, 1909, zit n. Dziobek. 

104) Ives, Philos. Mag., 24, S. 149, 1912, zit. 

n. Dziobek. 105) Crittenden u. Richtmeyer, 

Bureau of Standards Scient. papers, S. 37, 

1917-1918.

268


